
免
疫
の
有
無
、期
間
は
未
確
認

こ
と
と
、
大
統
領
の
言
う
こ

と
の
ど
ち
ら
を
信
じ
た
ら
良

い
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
」
と
発
言
し
た
。 

　

だ
が
、
こ
の
発
言
は
連
邦

政
府
内
の
軍
人
閣
僚
た
ち
か

ら
も
不
評
で
、
マ
ン
デ
ッ
タ

氏
の
解
任
を
求
め
る
声
が
強

ま
っ
て
し
ま
っ
た
。 

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
、
マ
ン
デ
ッ

タ
両
氏
間
の
緊
張
感
が
高

ま
っ
た
３
日
以
降
は
、
軍
人

閣
僚
の
ヴ
ァ
ル
テ
ル
・
ブ
ラ

ガ
・
ネ
ッ
ト
官
房
長
官
が
仲

裁
役
を
務
め
て
い
た
。
６
日

に
マ
ン
デ
ッ
タ
氏
が
解
任
直

前
ま
で
行
っ
た
際
に
止
め
た

一
人
も
同
氏
だ
っ
た
。 

　

ま
た
、
軍
人
閣
僚
だ
け
で

な
く
、
前
官
房
長
官
で
現
市

民
相
の
オ
ニ
キ
ス
・
ロ
レ
ン

ゾ
ー
ニ
氏
も
、
マ
ン
デ
ッ
タ

氏
の
後
任
候
補
で
名
前
が
挙

が
る
オ
ス
マ
ル
・
テ
ラ
氏
を

支
持
し
、「
自
分
だ
っ
た
ら

マ
ン
デ
ッ
タ
氏
を
解
任
し
て

い
た
」
な
ど
の
発
言
を
９
日

あ
た
り
か
ら
口
に
し
て
い

る
。
オ
ニ
キ
ス
氏
と
テ
ラ
氏

　
【
既
報
関
連
】
伯
国
保
健
省
は
１
５
日
午
後
４
時
過
ぎ
の
定
例
会
見
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
２
万
８
３
２
０
人
、死
者
１
７
３
６
人
と
発
表
し
た
。ま
た
、

前
日
１
４
日
に
は
回
復
者
の
公
式
人
数
の
発
表
も
始
め
た
。
１
５
日
付
伯
字
サ
イ

ト
が
報
じ
て
い
る
。 

　

多
く
の
州
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
社
会
的

隔
離
政
策
を
敢
行
し
続
け
る

中
、リ
オ
州
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・

ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ル
、
パ
ラ
ー
州

の
エ
ル
デ
ル
・
バ
ル
バ
ー

リ
ョ
の
両
知
事
が
相
次
い
で

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
が
、
我
々
も
諸
外
国
と
同

じ
よ
う
に
回
復
者
に
関
す
る

調
査
を
し
て
き
た
」
と
語
っ

た
。 

　

１
４
日
午
後
４
時
の
公
式

発
表
で
は
、
伯
国
の
感
染
者

総
数
は
２
万
５
２
６
２
人

で
、
そ
の
内
１
５
３
２
人
が

死
亡
、
９
７
０
４
人
が
入
院

も
し
く
は
回
復
途
上
、
１
万

４
０
２
６
人
が
回
復
し
た
。 

　

日
本
は
「
入
院
、
も
し
く

は
回
復
途
上
」
の
デ
ー
タ
を

細
分
化
し
て
、「
軽
中
度
・

無
症
状
」、「
人
工
呼
吸
／
Ｉ

Ｃ
Ｕ
」、「
確
認
中
」
な
ど
も

出
し
て
い
る
。 

　

聖
州
立
カ
ン
ピ
ー
ナ
ス
大

学
の
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
フ
ァ

リ
ア
教
授
は
、
中
国
や
韓
国

で
、
一
度
陰
性
に
な
っ
た
人
に

再
び
陽
性
反
応
が
出
た
こ
と

回
復
者
数
の
公
開
も
始
ま
る

は
共
に
、
南
大
河
州
を
拠
点

と
す
る
政
治
家
で
、
古
く
か

ら
の
友
人
だ
。
テ
ラ
氏
は
後

任
候
補
に
名
前
が
挙
が
っ
た

頃
か
ら
、
コ
ロ
ナ
に
関
し
て

「
隔
離
は
効
果
が
な
い
」
な

ど
の
発
言
を
繰
り
返
し
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿
が
削
除
な
ど

さ
れ
て
い
る
。 

　

今
回
の
解
任
圧
力
に
は
マ

な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
世

論
調
査
が
発
表
さ
れ
た
３
日

以
降
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領

と
大
統
領
支
持
派
に
よ
る
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
デ
モ
を

駆
使
し
た
反
マ
ン
デ
ッ
タ
運

動
が
続
い
て
い
る
。 

　

そ
ん
な
中
、
マ
ン
デ
ッ
タ

保
健
相
は
１
２
日
放
送
の
グ

ロ
ー
ボ
局
の
番
組
「
フ
ァ

ン
タ
ス
チ
コ
」
で
一
連
の
出

来
事
に
対
す
る
不
満
を
隠
さ

ず
、「
国
民
は
大
臣
の
言
う

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
執

拗
な
圧
力
に
加
え
、
大
統
領

を
批
判
し
た
発
言
が
連
邦
政

府
内
で
不
評
を
買
っ
た
こ
と

で
、
国
民
か
ら
の
評
価
が
高

い
ル
イ
ス
・
エ
ン
リ
ケ
・
マ

ン
デ
ッ
タ
保
健
相
が
辞
任
に

追
い
込
ま
れ
る
公
算
が
強

ま
っ
て
い
る
。
１
３
〜
１
５

日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報

じ
て
い
る
。 

　

マ
ン
デ
ッ
タ
保
健
相
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
す
る

世
論
調
査
で
７
６
％
の
支
持

を
得
て
お
り
、「
悪
い
」
と

評
価
す
る
人
は
５
％
し
か
い

軍
閣
僚
も
支
え
き
れ
な
く
な
り

フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
住
民
の
移
動
検
討

一
向
に
考
え
変
わ
ら
ぬ
大
統
領

ン
デ
ッ
タ
氏
も
諦
め
気
味

で
、
１
４
日
に
は
側
近
た
ち

に
「
自
分
は
解
任
さ
れ
る
」

と
伝
え
て
い
る
。
１
５
日
に

は
、
マ
ン
デ
ッ
タ
氏
解
任
に

先
立
ち
、
保
健
省
安
全
局
長

で
流
行
病
専
門
医
の
ヴ
ァ
ン

デ
ル
ソ
ン
・
デ
・
オ
リ
ヴ
ェ

イ
ラ
氏
が
辞
表
を
出
し
た
。

同
氏
は
連
日
開
か
れ
る
保
健

省
の
コ
ロ
ナ
関
連
の
最
新
情

報
の
記
者
会
見
に
常
に
出
席

す
る
、
マ
ン
デ
ッ
タ
氏
の
右

腕
的
存
在
だ
。
保
健
相
は
同

日
、「
出
る
時
は
一
緒
」
と

し
て
辞
表
を
預
か
っ
た
。 

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
１
４
日

に
行
わ
れ
た
閣
僚
会
議
で
も

「
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
決
め
る

の
は
自
分
だ
」
と
発
言
し
て

荒
れ
、
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
外
相

も
「
コ
ロ
ナ
は
中
国
が
国
際

経
済
を
か
き
乱
す
た
め
の
陰

謀
だ
」
と
の
発
言
を
繰
り
返

し
て
い
た
と
い
う
。 

マンデッタ保健相（Marcello Casal Jr/Agência Brasil）

リ
オ
市
が
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
の
高
齢
者
用
に

用
意
し
た
ホ
テ
ル
の
部
屋
（M

arcos de 
Paula/Divulgação Prefeitura do Rio

）

コ ロ ナ 禍

を
挙
げ
、「
回
復
し
た
ら
二

度
と
か
か
ら
な
い
と
は
証
明

さ
れ
て
い
な
い
。
コ
ロ
ナ
対
策

と
し
て
、
病
床
数
だ
け
確
保

し
て
も
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
い

な
く
て
は
仕
方
が
な
い
。
医

療
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
感
染
の
危

険
が
高
い
所
で
働
い
て
い
る
。

『
一
度
回
復
し
て
し
ま
え
ば
、

再
感
染
の
心
配
は
な
い
』
と

１
０
０
％
言
い
切
れ
る
な
ら
、

現
場
に
と
っ
て
は
非
常
に
重
要

な
情
報
だ
が
」
と
語
る
。

　

同
教
授
は
、「
回
復
し
た

ら
、
あ
る
程
度
の
免
疫
は
得

ら
れ
る
と
い
う
の
が
世
界
中

の
研
究
者
の
大
方
の
見
解
だ

が
、
そ
の
免
疫
が
ど
れ
ほ
ど

の
期
間
有
効
か
も
分
か
っ
て

い
な
い
」
と
し
た
。 

　

感
染
病
学
者
の
ヴ
ィ
ッ
ト

ル
・
ロ
ー
マ
氏
は
、「
国
ご
と

た
こ
と
が
１
４
日
に
発
表
さ

れ
た
。
両
者
と
も
、
隔
離
対

策
に
熱
心
な
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
る
知
事
だ
っ
た
。
早
く

治
癒
し
て
、
現
場
に
戻
る
こ

と
を
祈
る
ば
か
り
だ
。普
通
、

自
身
や
周
囲
の
人
が
罹
患
す

る
と
、
対
策
に
は
よ
り
熱
心

に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、

世
の
中
に
は
自
身
の
周
囲
の

ス
タ
ッ
フ
か
ら
２
０
人
以
上

の
感
染
者
が
出
て
も
考
え
を

改
め
よ
う
と
し
な
い
人
も
い

て
、
そ
の
人
が
国
を
治
め
る

立
場
に
あ
る
か
ら
も
ど
か
し

い
と
こ
ろ
だ
。 

　
　
　
　
　

◎ 

　

１
３
日
、
聖
州
の
情
報
モ

ニ
タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
が
発
表

さ
れ
、
州
内
４
７
都
市
を
対

象
に
「
隔
離
率
」
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
カ
ジ
ャ
マ
ー
ル
、

サ
ン
ヴ
ィ
セ
ン
テ
、
イ
タ
ク

ア
ケ
セ
ト
ゥ
ー
バ
の
３
市
が

５
８
％
で
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。

ワ
ー
ス
ト
は
４
２
％
の
リ
メ

イ
ラ
。
聖
市
は
５
０
％
だ
っ

た
。
７
０
％
を
目
指
す
ド
リ

ア
知
事
に
と
っ
て
は
物
足
り

な
い
数
字
で
、
も
っ
と
上
げ

た
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
た
だ

し
、
最
近
は
、
大
統
領
支
持

派
に
よ
る
隔
離
政
策
反
対
デ

モ
な
ど
も
あ
り
、
逆
に
、
弱

体
化
し
な
い
か
も
気
が
か
り

だ
が
。 

　
　
　
　
　

◎ 

　

ザ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス

ト
紙
が
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
す

る
「
世
界
ワ
ー
ス
ト
」
の
国

家
元
首
に
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
を
選
び
、
イ
タ
リ
ア
の
コ

リ
エ
ー
レ
・
デ
ラ
・
セ
ラ
紙

も
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
に
１
０
点

満
点
中
２
点
の
最
低
点
を
つ

け
た
。
た
だ
で
さ
え
コ
ロ
ナ

対
策
で
は
国
際
評
価
が
低
い

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
な
の
に
、
こ

れ
に
マ
ン
デ
ッ
タ
保
健
相
の

解
任
が
加
わ
っ
た
ら
、
ど
う

い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う

か
。

イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。  

　

１
３
年
に
逮
捕
令
状
が
出

て
い
た
容
疑
者
が
捕
ま
っ
た

の
は
聖
州
イ
タ
ペ
チ
ニ
ン
ガ

で
、
午
後
７
時
頃
、「
ジ
ョ

ア
ン
・
デ
・
ア
ル
ー
ダ
街
の

家
に
い
る
」
と
の
匿
名
通
報

を
受
け
た
軍
警
が
駆
け
つ
け

た
。
容
疑
者
は
抵
抗
を
試
み

た
が
、
逮
捕
さ
れ
た
。 

　

容
疑
者
の
実
名
は
明
か
さ

れ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
パ

ラ
ー
州
に
移
送
さ
れ
る
。
容

疑
者
が
い
た
家
か
ら
は
、
複

数
の
偽
造
文
書
が
見
つ
か
っ
て

い
る
。 

　

ド
ロ
シ
ー
氏
は
０
５
年
２

月
１
２
日
に
パ
ラ
ー
州
ア
ナ

プ
ー
で
銃
弾
６
発
を
浴
び
、

７
３
歳
で
死
去
し
た
。 

　

警
察
は
そ
の
後
、
農
園
主

の
ヴ
ィ
タ
ウ
ミ
ロ
・
バ
ス
ト
ス
・

デ
・
モ
ウ
ラ
（
通
称
ビ
ダ
）

容
疑
者
と
レ
ジ
ヴ
ァ
ウ
ド
・
ペ

レ
イ
ラ
・
ガ
ウ
ヴ
ァ
ン
容
疑
者

を
「
殺
害
命
令
」
の
罪
で
告

発
。
１
０
年
に
行
わ
れ
た
裁

判
で
は
、
殺
害
命
令
を
出
し

た
農
園
主
ら
に
３
０
年
の
刑

が
下
っ
た
。
ガ
ウ
ヴ
ァ
ン
容
疑

者
は
、
１
２
年
と
１
８
年
に

人
身
保
護
令
適
用
を
受
け
た

が
、
１
９
年
４
月
に
パ
ラ
ー
州

ア
ウ
タ
ミ
ラ
で
逮
捕
さ
れ
た
。

　

ド
ロ
シ
ー
氏
は
７
０
年
代

に
米
国
か
ら
伯
国
に
来
て
、

貧
し
い
人
た
ち
を
支
え
る
人

道
派
の
宣
教
師
と
し
て
知
ら

れ
た
。
法
定
ア
マ
ゾ
ン
で
は

初
め
て
の
持
続
可
能
な
開
発

計
画
は
彼
女
に
よ
っ
て
導
入

さ
れ
、
北
部
の
発
展
に
つ
な

が
っ
た
。
し
か
し
、
不
法
伐

採
を
告
発
す
る
彼
女
の
働
き

を
疎
ま
し
く
思
う
農
園
主
た

ち
に
命
を
狙
わ
れ
た
。

　
【
既
報
関
連
】
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
止

ま
ら
ず
、
医
療
崩
壊
の
可
能

性
が
一
段
と
高
ま
る
中
、
フ
ァ

ヴ
ェ
ー
ラ
（
ス
ラ
ム
街
）
の

住
民
を
一
時
的
に
移
動
（
転

居
）
さ
せ
る
事
が
検
討
さ

れ
て
い
る
と
１
５
日
付
エ
ス

タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。 

　

フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
は
小
さ
な

家
に
大
勢
の
人
が
住
む
例
が

多
く
、
リ
オ
州
で
は
人
口
の

１
３
％
に
あ
た
る
２
２
０
万

人
が
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
に
住
ん
で

い
る
。
１
平
方
キ
ロ
あ
た
り

の
住
民
数
（
人
口
密
度
）
は

９
９
０
０
人
だ
。 

　

こ
の
状
態
は
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
予
防
の
た
め
に
避
け

る
べ
き
３
密
（
密
閉
空
間
、

密
集
場
所
、
密
接
な
場
面
）

を
全
て
満
た
し
て
い
る
。
専

門
家
は
、
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
で
の

コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
を
予
防

す
る
に
は
人
口
密
度
を
５
千

人
程
度
に
減
ら
す
必
要
が
あ

る
と
見
て
い
る
。 

　

だ
が
、
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
の
人

口
密
度
を
減
ら
す
事
は
容
易

で
は
な
い
。
専
門
家
は
、
公

的
な
施
設
や
ホ
テ
ル
に
一
部

住
民
を
移
す
事
と
、
衛
生
管

理
の
徹
底
や
病
床
数
増
加
な

ど
を
提
案
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
住
民
の
移
動
、
衛

生
用
品
の
配
布
ま
た
は
衛
生

用
品
購
入
が
可
能
な
所
得
確

保
、
上
下
水
道
の
整
備
、
集

中
治
療
室
の
能
力
拡
大
、
マ

ス
ク
の
使
用
な
ど
だ
。 

　

専
門
家
は
、
こ
の
よ
う
な

対
策
を
導
入
し
、
感
染
症

患
者
の
急
増
を
防
ぐ
事
が

出
来
れ
ば
、
集
中
治
療
室

が
満
杯
と
な
っ
て
新
た
な
患

者
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
期

間
は
短
く
な
り
、
リ
オ
州
で

１
万
５
千
人
、
聖
州
で
は

２
万
６
千
人
の
命
を
救
う
事

が
出
来
る
と
見
て
い
る
。 

　

フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
や
都
市
周

辺
部
は
人
口
密
度
が
高
く
、

小
さ
な
家
に
大
勢
が
住
ん
で

い
る
事
は
こ
れ
ま
で
も
懸
念

さ
れ
、
対
策
の
必
要
も
説
か

れ
て
い
た
が
、
具
体
的
な
対

策
が
と
ら
れ
る
前
に
、
フ
ァ

ヴ
ェ
ー
ラ
で
も
コ
ロ
ナ
感
染
者

や
死
者
が
出
始
め
た
。 

　

対
策
は
急
務
と
見
た
リ
オ

市
の
ク
リ
ヴ
ェ
ラ
市
長
は
３

月
２
５
日
に
、
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ

だ
。 

　

聖
市
や
リ
オ
市
、
リ
オ
州

な
ど
は
、
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
住

民
へ
の
食
料
品
や
衛
生
用
品

の
セ
ッ
ト
配
布
、
臨
時
病
院

設
営
な
ど
の
準
備
も
進
め
て

い
る
。
臨
時
病
院
設
営
が
検

討
さ
れ
て
い
る
聖
市
の
フ
ァ

ヴ
ェ
ー
ラ
、
パ
ラ
イ
ゾ
ポ
リ
ス

で
は
、
行
政
に
先
立
ち
、
住

民
組
織
が
医
師
や
救
急
車
を

手
配
。
住
民
の
手
で
マ
ス
ク

を
縫
い
、
配
布
す
る
な
ど
の

自
衛
策
を
講
じ
て
い
る
。 

た
は
陽
性
患
者
の
臨
床
管
理

手
順
を
学
ん
だ
。
市
保
健
局

は
ま
た
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
た

ち
は
感
染
を
防
ぐ
た
め
の
個

人
用
保
護
具
（
Ｐ
Ｐ
Ｅ
）
を

受
け
取
っ
て
い
る
と
発
表
し

た
。 

　

１
４
日
の
同
州
の
感
染
者

は
前
日
比
１
３
０
人
増
の

１
２
８
４
人
だ
っ
た
。
そ

の
内
の
５
７
％
に
当
た
る

７
３
３
人
は
レ
シ
ー
フ
ェ
市

在
住
だ
。
ま
た
、
同
州
の
死

者
も
前
日
比
１
３
人
増
の

１
１
５
人
と
な
っ
た
。
１
４

日
ま
で
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
州
内
の
医

療
ス
タ
ッ
フ
は
４
２
５
人

だ
。外国為替市況

中銀サイトより
4月15日午後 4時現在

米ドル相場
売　5. 2424 R$
買　5. 2409 R$

円相場
売　0.0488  R$
買　0.0487  R$

ド
ロ
シ
ー
宣
教
師
殺
人
容
疑
者
逮
捕

２
０
０
５
年
の
事
件
以
降
３
人
目

密
閉
、
密
着
、
密
接
回
避
に
向
け

マ
ン
デ
ッ
タ
の
解
任
決
定
的
か

救
急
車
の
ス
タ
ッ
フ
４
３
人
が
感
染

総
人
員
の
１
４
％
が
働
け
ず

レシーフェ

新型コロナウイルス感染症から回復し退院する人
（Jader Paes/Ag.Para）

　

保
健
省
は
前
日
の
１
４
日

に
回
復
者
数
１
万
４
０
２
６

人
と
も
発
表
し
た
。
こ
の

数
字
は
同
日
付
の
感
染
者

数
２
万
５
２
６
２
人
の

５
５
・５
％
だ
。 

　

回
復
者
数
は
、
伯
国
民
の

免
疫
獲
得
度
合
い
を
測
る
目

安
の
一
つ
と
な
る
。
免
疫
を

獲
得
し
た
人
が
多
い
地
域
で

は
、
社
会
的
隔
離
政
策
の
緩

和
も
可
能
に
な
る
。
ま
た
、

一
度
陽
性
反
応
が
出
た
後
に

回
復
し
た
人
の
数
が
分
か
れ

ば
、
そ
の
地
域
が
新
型
コ
ロ

ナ
の
患
者
に
対
応
す
る
た
め

に
必
要
な
病
床
数
も
割
り
出

せ
る
。 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
の
デ
ー
タ
で
世
界
的
に
信

頼
さ
れ
て
い
る
米
国
ジ
ョ
ン

ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
調

査
に
よ
る
と
、
世
界
全
体

で
、
総
感
染
者
数
お
よ
そ

２
０
０
万
人
の
４
分
の
１

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

１
９
）
か
ら
回
復
し
た
。 

　

１
４
日
の
発
表
ま
で
、
伯

国
は
回
復
者
に
関
す
る
非
公

式
な
デ
ー
タ
し
か
出
し
て
い

な
か
っ
た
が
、
他
の
国
々
は

回
復
者
の
数
も
公
式
発
表
し

て
い
た
。 

　

会
見
の
席
で
保
健
省
の

ジ
ョ
ア
ン
・
ガ
ッ
バ
ル
ド
事
務

局
長
は
、「『
回
復
者
数
を
出

せ
、
出
せ
』
と
、
ま
る
で
我
々

が
わ
ざ
と
公
開
し
て
い
な
い

か
の
よ
う
に
責
め
ら
れ
て
き

す
ぐ
に
勤
務
に
戻
れ
る
。
残

る
５
２
人
は
１
４
日
間
の
自

宅
隔
離
後
に
復
帰
す
る
。 

　

市
保
健
局
は
ま
た
、
学
校

を
分
散
型
医
療
サ
ー
ビ
ス
拠

点
と
し
て
使
用
す
る
な
ど
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
感
染
リ
ス

ク
を
軽
減
す
る
た
め
の
措
置

を
採
っ
た
と
発
表
し
た
。 

　

こ
の
措
置
は
、
感
染
の
危

険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
医
療

ス
タ
ッ
フ
が
分
散
し
て
患
者

に
対
応
す
る
こ
と
で
、
集
団

感
染
を
減
ら
す
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。
救
急
車
や
新
型

コ
ロ
ナ
患
者
対
応
セ
ン
タ
ー

内
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
の
消
毒

も
行
わ
れ
た
。 

　

レ
シ
ー
フ
ェ
市
の
医
療
ス

タ
ッ
フ
は
１
月
に
訓
練
を
受

け
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

１
９
）
の
疑
似
症
患
者
、
ま

感染者２万８３２０人、死者１７３６人新型
コロナ

（１） ２０２０年第５４６９号  ４月 １６日 （木曜日）

　

２
０
０
５
年
に
パ
ラ
ー
州

で
起
き
た
、
米
国
人
宣
教
師

の
ド
ロ
シ
ー
・
ス
タ
ン
グ
氏

殺
人
事
件
に
関
与
し
た
人
物

が
１
３
日
夜
、
聖
州
で
逮
捕

さ
れ
た
。
１
４
日
付
伯
字
サ

に
総
人
口
の
何
％
が
感
染
し

た
か
、そ
し
て
そ
こ
か
ら
何
％

が
回
復
し
た
か
が
正
確
に
分

か
れ
ば
、
回
復
者
数
の
デ
ー

タ
は
役
に
立
ち
、
仮
説
も
立

て
ら
れ
る
が
、
感
染
国
の
ほ

と
ん
ど
が
感
染
デ
ー
タ
は
限

定
的
」
と
し
て
い
る
。 

　

北
東
伯
ペ
ル
ナ
ン
ブ
ッ
コ

州
州
都
レ
シ
ー
フ
ェ
市
の

救
急
車
の
ス
タ
ッ
フ
総
勢

７
０
０
人
の
内
、
４
３
人
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
、
５
５
人
が
感
染
検
査

結
果
待
ち
で
休
職
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
市

の
救
急
車
の
ス
タ
ッ
フ
は

１
４
％
が
働
け
な
い
状
態
に

あ
る
と
、
１
５
日
付
Ｇ
１
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。 

　

感
染
が
確
認
さ
れ
た
４
３

人
の
内
、
３
人
は
現
在
も
入

院
中
だ
。
働
け
な
く
な
っ
た

医
師
、
看
護
師
、
そ
の
他
の

技
術
者
、
総
勢
９
８
人
の
欠

員
を
埋
め
る
た
め
、
市
保
健

局
は
急
遽
、
簡
便
な
採
用
試

験
を
行
う
こ
と
を
決
め
た
。

検
査
結
果
待
ち
だ
っ
た
５
５

人
の
内
、
陰
性
と
の
結
果
が

出
、
無
症
状
だ
っ
た
３
人
は

内
の
高
齢
者
を
ホ
テ
ル

に
移
す
計
画
を
提
唱

し
た
。 

　

だ
が
、
６
日
現
在
で

ホ
テ
ル
へ
の
移
動
に
同

意
し
た
の
は
、ロ
ッ
シ
ー

ニ
ャ
と
ヴ
ィ
ジ
ガ
ル
の

２
２
人
だ
け
。
１
０

日
現
在
も
４
０
人
だ
っ

た
た
め
、
ク
リ
ヴ
ェ
ラ

市
長
は
同
日
、
フ
ァ

ヴ
ェ
ー
ラ
に
住
む
６
０

歳
以
上
の
人
と
、
市
内

で
最
も
高
齢
者
が
多
い

コ
パ
カ
バ
ー
ナ
地
区
に

住
む
８
０
歳
以
上
で

独
り
暮
ら
し
の
人
を
強

制
的
に
ホ
テ
ル
に
移
す

こ
と
を
検
討
し
始
め
、

裁
判
所
に
判
断
を
仰
い



　
「
今こ

ん

回か
い

の
コ
ロ
ナ
シ
ョッ
ク
は
戦せ

ん

後ご

最さ
い

大だ
い

の
国こ

く

難な
ん

で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回か

い

答と
う

が
あ
っ
た
全す

べ

て
の
会か

い

社し
ゃ

が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感か
ん

染せ
ん

対た
い

策さ
く

を
行

お
こ
な

っ
て
い
た
。
だ
が
そ
の
一い

っ

方ぽ
う

で
今こ

ん

回か
い

の
災さ

い

禍か

が
あ
ま
り
に
突と

っ

発ぱ
つ

的て
き

で
、
必ひ

つ

要よ
う

な
社し

ゃ

員い
ん

全ぜ
ん

員い
ん

の
テ
レ
ワ
ー
ク

化か

が
実じ

っ

行こ
う

で
き
て
い
な
い
会か

い

社し
ゃ

が
多お

お

い
」
―
―
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

が
実じ

っ

施し

し
た
「
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関か

ん

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

ち
ょ
う

査さ

速そ
く

報ほ
う

」
に
関か

ん

し
て
、
平ひ

ら

田た

藤ふ
じ

義よ
し

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
うに

電で
ん

話わ

取し
ゅ

材ざ
い

を
し
た
と
こ
ろ
、
そ
う
現げ

ん

状じ
ょ
うを

要よ
う

約や
く

し

た
。
同ど

う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

は
３
月が

つ

２
７
日に

ち

、
同ど

う

ア
ン
ケ
ー
ト
調

ち
ょ
う

査さ

速そ
く

報ほ
う

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
対た

い

象し
ょ
うは

主お
も

に
日に

っ

系け
い

進し
ん

出し
ゅ
つ

企き

業ぎ
ょ
う３

４
９
社し

ゃ

、
そ
の
う
ち
回か

い

答と
う

社し
ゃ

数す
う

は
１
２
８
社し

ゃ

。

勤き
ん
 
む務

を
実じ

っ
 
こ
う行

し
て
い
る
会か

い
 
し
ゃ社

は
２
８
％
、
３
３
社し

ゃ

。
そ
の

他ほ
か

、
８
６
社し

ゃ

の
社し

ゃ
 
い
ん員

在ざ
い
 
た
く宅

勤き
ん
 
む務

率り
つ

は
９
０
～
１
０
％
と

か
な
り
高た

か

い
比ひ

 
り
つ率

で
在ざ

い
 
た
く宅

し

て
い
た
。

　

在ざ
い
 
た
く宅

勤き
ん
 
む務

が
必ひ

つ
 
よ
う要

だ
が

実じ
っ
 
こ
う

行
で
き
な
い
従

じ
ゅ
う
 
ぎ
ょ
う
 
い
ん

業
員
が
い

る
理り

 
ゆ
う由

の
中な

か

で
最も

っ
と

も
多お

お

か
っ

た
の
は
『
自じ

 
し
ゃ社

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
の
絶

ぜ
っ
 
た
い
 
す
う

対
数
不ぶ

 
そ
く足

』。
持も

ち

帰か
え

り
可か

 
の
う能

な
パ
ソ
コ
ン
の
数か

ず

が
圧あ

っ
 
と
う倒

的て
き

に
不ふ

 
そ
く足

し
て
い
る

現げ
ん
 
じ
つ

実
が
浮う

か
び
上あ

が
っ
た
。

　

そ
れ
に
付ふ

 
ず
い随

し
て
、
以い

 
か下

の
よ
う
な
問も

ん
 
だ
い題

も
明あ

き

ら
か
に

な
っ
た
。『
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
上

じ
ょ
う

の
問も

ん
 
だ
い題

』
―
情

じ
ょ
う
 
ほ
う報

漏ろ
う

え
い
を

懸け
 
ね
ん念

し
、
在ざ

い
 
た
く宅

勤き
ん
 
む務

に
移い

 
こ
う行

で
き
な
い
こ
と
。『
レ
ン
タ
ル

会が
い
 
し
ゃ社

か
ら
の
調

ち
ょ
う
 
た
つ達

不ふ
 
か可

』
―

在ざ
い
 
た
く宅

勤き
ん
 
む務

に
必ひ

つ
 
よ
う要

な
パ
ソ

コ
ン
数す

う

を
レ
ン
タ
ル
会が

い
 
し
ゃ社

が

保ほ
 
ゆ
う有

し
て
い
な
い
こ
と
。『
リ

モ
ー
ト
テ
レ
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
設せ

っ
 
ち置

不ふ
 
か可

』
―
在ざ

い
 
た
く宅

勤き
ん
 
む務

を
行お

こ
な

う
為た

め

の
設せ

つ
 
び備

（
安あ

ん
 
て
い定

し

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

か
ん
 
き
ょ
う

境
な

ど
）
が
社し

ゃ
 
た
く宅

に
整

と
と
の

っ
て
な
い
こ

と
。

　

加く
わ

え
て
各

か
く
 
し
ゃ社

工く
 
ふ
う夫

を
行お

こ
ない

、

『
時じ

 
さ差

出し
ゅ
っ
 
き
ん

勤
・
交こ

う
 
た
い代

勤き
ん
 
む務

の
導

ど
う
 
に
ゅ
う

入
』『
出

し
ゅ
っ
 
ち
ょ
う

張
・
訪ほ

う
 
も
ん問

・

会か
い
 
ぎ議

の
中ち

ゅ
う
 
し止

』『
国こ

く
 
な
い
 
が
い

内
外

渡と
 
こ
う航

・
イ
ベ
ン
ト
参さ

ん
 
か加

の
自じ

 
し
ゅ
く粛

』『
各か

く

会か
い
 
し
ゃ社

へ
の

入に
ゅ
う
 
じ
ょ
う

場
制せ

い
 
げ
ん限

』『
入

に
ゅ
う
 
か
ん館

時と
き

の

検け
ん
 
お
ん温

』『
危き

 
き機

管か
ん
 
り理

委い
 
い
ん
 
か
い

員
会

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

 
ほ
ん本

商し
ょ
う
 
こ
う工

会か
い
 
ぎ
 
し
ょ

議
所
自じ

 
た
い体

も
、
在

ざ
い
 
た
く宅

勤き
ん
 
む務

で
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト

を
続ぞ

く
 
ぞ
く々

と
実じ

っ
 
し施

す
る
な
ど

緊き
ん
 
き
ゅ
う急

体た
い
 
せ
い制

で
臨の

ぞ

ん
で
い
る
。

中ち
ゅ
う
 
ご
く

国
か
ら
の
部ぶ

 
ひ
ん品

供き
ょ
う
 
き
ゅ
う

給
が

絶た

た
れ
た
り
、
航

こ
う
 
く
う
 
び
ん

空
便
が
減へ

っ
た
こ
と
で
物

ぶ
つ
 
り
ゅ
う

流
が
滞

と
ど
こ
お

っ
た

り
、
社し

ゃ
 
い
ん員

に
感

か
ん
 
せ
ん
 
し
ゃ

染
者
が
出で

て
、

事じ
 
む務

所し
ょ

や
工

こ
う
 
じ
ょ
う

場
に
影

え
い
 
き
ょ
う

響
が
出で

た
り
と
、
日に

っ
 
け
い系

企き
 
ぎ
ょ
う業

も
様さ

ま
 
ざ
ま々

彼か
れ

は
会か

い

議ぎ

で
自じ

分ぶ
ん

の
意い

見け
ん

が

通と
お

ら
な
い
と
「
辞や

め
る
！
」

と
席せ

き

を
蹴け

っ
て
上う

わ

着ぎ

を
か
つ
い

で
出で

て
行い

く
の
が
常つ

ね

で
、
在ざ

い

職し
ょ
く

中ち
ゅ
うそ

う
い
う
こ
と
が
何な

ん

度ど

も
あ
っ
た
。

　
「
辞や

め
る
」
と
は
専せ

ん

務む

を
…

と
い
う
意い

味み

で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
後こ

う

任に
ん

の
な
り
手て

が
な

い
た
め
、
他ほ

か

の
役や

く

員い
ん

や
古こ

参さ
ん

の
組く

み

合あ
い

員い
ん

が
、
彼か

れ

を
自じ

宅た
く

ま

で
追お

っ
て
行い

っ
て
、
慰い

留り
ゅ
うす

る

回か
い

 と
う答

の
大た

い

 は
ん半

で
在ざ

い

 た
く宅

勤き
ん

 む務
実じ

っ

 し施

商し
ょ
う

 こ
う工

会か
い

 ぎ

 し
ょ

議
所
ア
ン
ケ
ー
ト
結け

っ

 か果

の
が
常つ

ね

で
あ
っ
た
。
こ
の
増ぞ

う

資し

積つ
み

立た
て

金き
ん

の
場ば

合あ
い

も
そ
う
だ
っ

た
。

　

下し
も

元も
と

の
言い

い
分ぶ

ん

は
「
既き

存ぞ
ん

の
組く

み

合あ
い

員い
ん

の
増ぞ

う

産さ
ん

分ぶ
ん

や
新あ

た
ら

し

い
組く

み

合あ
い

員い
ん

の
生せ

い

産さ
ん

物ぶ
つ

を
保ほ

管か
ん

す
る
倉そ

う

庫こ

、
取と

り

引ひ
き

市し

場じ
ょ
うで

の

販は
ん

売ば
い

ポ
ス
ト
が
必ひ

つ

要よ
う

で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
増ぞ

う

資し

積つ
み

立た
て

金き
ん

で

あ
る
。
組く

み

合あ
い

は
一い

っ

般ぱ
ん

企き

業
ぎ
ょ
う

と
違ち

が

っ
て
、
利り

益え
き

率り
つ

を
一い

っ

定て
い

限げ
ん

度ど

内な
い

に
抑お

さ

え
ら
れ
て
お
り
、

そ
う
で
あ
る
以い

上じ
ょ
う、

増ぞ
う

資し

で

賄ま
か
なう

以い

外が
い

な
い
」
と
い
う
主し

ゅ

旨し

で
あ
っ
た
。

　
一い

ち

応お
う

、
話は

な
しの

筋す
じ

は
通と

お
っ
て
い

た
が
、
２
％
と
い
う
の
は
組く

み

合あ
い

員い
ん

に
と
っ
て
は
重お

も

荷に

だ
っ

た
。
強

き
ょ
う

行こ
う

す
れ
ば
、
反は

ん

対た
い

派は

か
ら
は
組く

み

合あ
い

を
脱だ

っ

退た
い

す
る
者も

の

が
出で

る
で
あ
ろ
う
。
結け

っ

果か

と

し
て
組く

み

合あ
い

員い
ん

が
減げ

ん

少し
ょ
うす

れ
ば
、

下し
も

元も
と

の
敗は

い

北ぼ
く

で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
こ
の
制せ

い

度ど

、
結け

っ

局き
ょ
く、

実じ
っ

施し

と
決き

ま
っ
た
が
、
組く

み

合あ
い

員い
ん

は
増ふ

え
続つ

づ

け
た
の
で
あ
る
。　

形か
た

破や
ぶ

り
に
し
て
合ご

う

理り

的て
き　

　

実じ
つ

は
当と

う

時じ

、
サ
ン
パ
ウ
ロ

市し

や
そ
の
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

で
は
、
非ひ

登と
う

録ろ
く

組ぐ
み

も
含ふ

く

め
て
日に

っ

系け
い

の
産さ

ん

組ぐ
み

が
多た

数す
う

で
き
て
い
た
。
が
、

保ほ

管か
ん

倉そ
う

庫こ

の
容よ

う

量り
ょ
うや

販は
ん

売ば
い

ポ

ス
ト
の
面め

ん

積せ
き

に
限げ

ん

度ど

が
あ
り
、

（
地ち

方ほ
う

か
ら
移い

動ど
う

し
て
き
て
）

増ふ

え
続つ

づ

け
る
邦ほ

う

人じ
ん

農の
う

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

を

受う

け
入い

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

で
い
た
。
組く

み

合あ
い

加か

入に
ゅ
うを

望の
ぞ

む

者も
の

は
、
増ぞ

う

資し

積つ
み

立た
て

金き
ん

を
引ひ

か

れ
て
も
、
コ
チ
ア
を
頼た

よ

ら
ざ

る
を
得え

な
か
っ
た
の
だ
。

　

下し
も

元も
と

は
、
こ
う
い
う
実じ

つ

情
じ
ょ
う

を
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
把は

握あ
く

し
、「
組く

み

合あ
い

員い
ん

は
減へ

ら
な
い
、
む
し
ろ
増ふ

え

る
」
と
見み

切き

っ
て
い
た
の
だ
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
の
増ぞ

う

資し

積つ
み

立た
て

金き
ん

で
、
コ
チ
ア
は
必ひ

つ

要よ
う

な
施し

設せ
つ

を
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
確か

く

保ほ

、
新し

ん

組く
み

合あ
い

員い
ん

を
ド
ン
ド
ン
受う

け
入い

れ

た
。
新し

ん

組く
み

合あ
い

員い
ん

が
入は

い

る
と
、

そ
の
出

し
ゅ
っ

荷か

分ぶ
ん

、
ま
た
増ぞ

う

資し

積つ
み

立た
て

金き
ん

が
入は

い

っ
て
き
て
、
投と

う

資し

が
で
き
た
。

　

以い

上じ
ょ
うの

活か
つ

動ど
う

地ち

域い
き

の
拡か

く

大だ
い

、

増ぞ
う

資し

積つ
み

立た
て

金き
ん

の
他ほ

か

、
下し

も

元も
と

は

後の
ち

々の
ち

ま
で
種し

ゅ

々じ
ゅ

の
独ど

く

創そ
う

的て
き

な

策さ
く

を
打う

ち
出だ

し
て
い
る
。
こ
の

創そ
う

造ぞ
う

心し
ん

の
豊ゆ

た

か
さ
は
何ど

処こ

か

ら
発は

っ

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？

　
こ
こ
で
筆ひ

っ

者し
ゃ

は
本ほ

ん

稿こ
う

（
６
）

で
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
小お

澤ざ
わ

孝た
か

雄お

説せ
つ

を

思お
も

い
出だ

す
。
小お

澤ざ
わ

は
土と

佐さ

の

思し

想そ
う

的て
き

風ふ
う

土ど

、
特と

く

に
坂さ

か

本も
と

龍り
ゅ

馬う
ま

が
下し

も

元も
と

に
強つ

よ

い
影え

い

響き
ょ
うを

与あ
た

え
て
い
た
と
観み

て
い
る
。
龍り

ゅ

馬う
ま

「コロナは戦
せん ご

後最
さい だい

大の国
こく なん

難」

山や
ま

村む
ら

敏と
し

明あ
き

会か
い

長ち
ょ
う

村む
ら

田た

製せ
い

作さ
く

所し
ょ

で
コ

ロ
ナ
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

発は
っ

生せ
い

在ざ
い

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人じ
ん

が
多た

数す
う

勤き
ん

務む

は
討と

う

幕ば
く

を
志

こ
こ
ろ
ざし

な
が
ら
、
幕ば

く

府ふ

の
海か

い

軍ぐ
ん

操そ
う

練れ
ん

所じ
ょ

に
入は

い

っ
て
、

そ
の
資し

金き
ん

で
航こ

う

海か
い

術じ
ゅ
つを

学ま
な

ん

だ
。

　

次つ
ぎ

は
反は

ん

幕ま
く

勢せ
い

力り
ょ
くの

筆ひ
っ

頭と
う

で

あ
っ
た
薩さ

つ

摩ま

藩は
ん

の
出

し
ゅ
っ

資し

を
受う

け
て
亀か

め

山や
ま

社し
ゃ

中ち
ゅ
う（

後あ
と

の
海か

い

援え
ん

隊た
い

）
を
起お

こ
し
、
討と

う

幕ば
く

運う
ん

動ど
う

を
展て

ん

開か
い

し
た
。
同ど

う

時じ

に
―
―

武ぶ

士し

が
そ
れ
に
手て

を
染そ

め
る

こ
と
は
否ひ

定て
い

さ
れ
て
い
た
―

―
商

し
ょ
う

売ば
い

を
や
っ
た
。

　
さ
ら
に
犬け

ん

猿え
ん

の
仲な

か

で
あ
っ
た

薩さ
つ

摩ま

と
長

ち
ょ
う

州し
ゅ
うを

同ど
う

盟め
い

さ
せ
、

遂つ
い

に
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

を
大た

い

政せ
い

奉ほ
う

還か
ん

に
追お

い
込こ

ん
だ
。
つ
ま
り
既き

成せ
い

の

概が
い

念ね
ん

に
捕と

ら
わ
れ
ぬ
形か

た

破や
ぶ

り

の
発は

っ

想そ
う

を
し
な
が
ら
、
極き

わ

め

（１２）

対
たい

策
さく

内
ない

容
よう

　

房
子
は
ポ
マ
ー
ド
を
い
つ
も
こ
う
呼
ん
で
い
た
。

ジ
ュ
ン
ジ
は
こ
の
薬
が
丸
く
て
底
の
浅
い
、
表
に
ラ

ベ
ル
が
な
い
缶
に
入
っ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
、
そ

の
名
前
に
疑
問
を
も
っ
た
こ
と
は
な
い
。
も
う
何
回

も
買
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
薬
局
に
着
く
な
り
、
声
を

は
り
あ
げ

「
イ
キ
チ
ョ
ー
ル
、
ひ
と
缶
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
。

　

売
り
子
は
よ
く
分
ら
な
い
。

「
な
に
を
、
ひ
と
一
缶
く
れ
と
い
っ
た
の
？
」
と
聞

き
返
し
た
。

　

子
ど
も
は
日
本
語
な
ま
り
の
全
く
な
い
発
音
で
、

「
イ
キ
チ
ョ
ー
ル
を
、
一
缶
く
だ
さ
い
」
と
言
い
返

し
た
。

「
そ
ん
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
っ
た
が
、

「
で
も
、
そ
れ
は
何
の
く
す
り
？　

ど
ん
な
く
す
り

な
の
。
代
わ
り
の
薬
を
売
っ
て
あ
げ
る
か
ら
」

「
ぜ
っ
た
い
こ
こ
に
あ
る
よ
。
前
に
買
っ
た
こ
と
が

あ
る
ん
だ
。
や
わ
ら
か
く
て
、
黒
く
て
、
強
い
臭
い

が
す
る
。
こ
れ
ぐ
ら
い
の
丸
い
缶
に
入
っ
て
い
る
ん

だ
」
と
い
っ
て
、
右
手
の
親
指
と
人
差
し
指
で
丸
を

つ
く
っ
た
。

「
ど
こ
か
に
ぶ
っ
つ
け
て
、
紫
色
に
な
っ
た
と
き
つ

け
る
ん
だ
」

「
何
て
い
っ
た
？　

の
」

　

ジ
ュ
ン
ジ
は
一
音
一
音
分
け
て
い
っ
た
。

「
イ
ー
キ
ー
チ
ョ
ー
ル
」
売
り
子
は
笑
い
こ
ろ
げ
て
、

「
も
う
一
回
、
い
っ
て
」
と
い
う
。

　

ジ
ュ
ン
ジ
は
「
イ
ー
キ
ー
チ
ョ
ー
ル
」
と
く
り
返

し
た
。

　

売
り
子
の
笑
い
は
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

「
何
が
お
か
し
い
ん
だ
」

　

ジ
ュ
ン
ジ
は
腹
を
立
て
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、

よ
う
や
く
説
明
を
き
い
た
。

「
ポ
マ
ー
ド
の
名
前
は
、
あ
な
た
の
言
っ
た
の
と
は

ぜ
ん
ぜ
ん
違
う
わ
。
イ
チ
オ
ル
（Ictiol

）
と
い
う

の
よ
。
店
に
く
る
と
き
は
大
き
い
缶
に
入
っ
て
い
る

け
ど
、
お
客
さ
ん
に
売
る
と
き
は
あ
な
た
の
と
同
じ

よ
う
な
小
さ
い
缶
に
分
け
て
売
る
の
。
み
て
、
こ
の

薬
じ
ゃ
な
い
？
」

　

そ
う
い
い
な
が
ら
小
さ
な
缶
の
臭
い
の
強
い
ポ

マ
ー
ド
を
見
せ
た
。

　

ジ
ュ
ン
ジ
が
肯
定
す
る
ま
え
に
、
も
う
一
度
訊
ね

た
。

「
こ
の
大
き
さ
の
缶
の
が
欲
し
い
の
ね
？
」

　

こ
う
や
っ
て
、
ジ
ュ
ン
ジ
は
ポ
マ
ー
ド
を
買
う
こ

と
は
で
き
た
の
だ
が
、
ど
う
し
て
薬
の
名
前
が
違
う

の
か
納
得
で
き
な
か
っ
た
。母
に
い
き
さ
つ
を
話
し
、

彼
女
の
発
音
を
治
そ
う
と
思
っ
た
。

「
母
さ
ん
、薬
の
名
前
は
イ
チ
オ
ル
（Ictiol

）
だ
よ
」

母
は
そ
の
意
味
が
わ
か
ら
な
く
て

「
そ
う
よ
、
イ
キ
チ
ョ
ー
ル
（ikichooru

）
よ
」

　

ジ
ュ
ン
ジ
は
ま
す
ま
す
分
ら
な
く
な
っ
た
。
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そ
れ
は
健け

ん

康こ
う

面め
ん

だ
け
で
な
く
、

社し
ゃ

会か
い

的て
き

・
経け

い

済ざ
い

的て
き

損そ
ん

益え
き

に
つ

い
て
も
、
で
す
。

　

文ぶ
ん

化か

と
ス
ポ
ー
ツ
の
継け

い

承
し
ょ
う

保ほ

存ぞ
ん

が
連れ

ん

盟め
い

の
活か

つ

動ど
う

に
組く

み

込こ

ま
れ
て
い
る
私わ

た
し

た
ち
に
と
っ

て
、
そ
の
影え

い

響き
ょ
うは

非ひ

常じ
ょ
うに

悲ひ

惨さ
ん

で
す
。
い
く
つ
か
の
イ
ベ
ン

ト
が
キ
ャ
ン
セ
ル
や
延え

ん

期き

と

な
り
、
大お

お

き
な
損そ

ん

失し
つ

と
な
り
、

傘さ
ん

下か

団だ
ん

体た
い

の
存そ

ん

続ぞ
く

維い

持じ

を
危あ

や

う
く
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
で
な
く
多お

お

く
の

の
設せ

っ
 
て
い定

』
な
ど
の
対た

い
 
さ
く策

も

実じ
っ
 
し施

し
て
い
る
。

　

今こ
ん
 
か
い回

の
新し

ん
 
が
た型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感

か
ん
 
せ
ん染

防ぼ
う
 
し止

対た
い
 
さ
く策

と
し
て
、

ク
ア
レ
ン
テ
ー
ナ
（
検け

ん
 
え
き疫

）

の
発は

つ
 
れ
い令

に
よ
り
、
外が

い
 
し
ゅ
つ出

自じ
 
し
ゅ
く粛

・
在ざ

い
 
た
く宅

勤き
ん
 
む務

要よ
う
 
せ
い請

が
だ

さ
れ
て
い
る
が
、
現げ

ん
 
じ
 
て
ん

時
点
で

　

今い
ま

起お

こ
っ
て
い
る
こ
と
は
、

私わ
た
した

ち
が
今い

ま

ま
で
何な

ん

度ど

も
直

ち
ょ
く

面め
ん

し
て
き
た
よ
う
な
危き

機き

で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
世せ

界か
い

的て
き

な

大だ
い

混こ
ん

乱ら
ん

で
す
。

　

最も
っ
と

も
影え

い

響き
ょ
うを

受う

け
て
い
る

人ひ
と

々び
と

が
早さ

っ

急き
ゅ
うに

支し

援え
ん

を
受う

け

ら
れ
る
よ
う
に
、
各か

く

協き
ょ
う

会か
い

が

社し
ゃ

会か
い

的て
き

活か
つ

動ど
う

を
促そ

く

進し
ん

さ
せ
る

必ひ
つ

要よ
う

が
あ
り
ま
す
。
支し

援え
ん

の

た
め
に
政せ

い

府ふ

組そ

織し
き

は
あ
り
ま

す
が
、
援え

ん

助じ
ょ

は
し
ば
し
ば
適て

き

切せ
つ

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
届と

ど

か
ず
、

ま
た
全ぜ

ん

員い
ん

に
行ゆ

き
渡わ

た

ら
な
い

社し
ゃ

会か
い

的て
き

孤こ

立り
つ

と
い
う
局

き
ょ
く

面め
ん

に
、

誰だ
れ

も
が
苦く

る

し
ん
で
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
災さ

い

禍か 

連れ
ん

帯た
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
リ
レ
ー　
（
５
）

て
合ご

う

理り

的て
き

だ
っ
た
処と

こ
ろ

に
特と

く

色
し
ょ
く

が
あ
る
。

　

下し
も

元も
と

は
、
こ
の
点て

ん

で
は
酷こ

く

似じ

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ

の
発は

っ

想そ
う

は
思お

も

い
付つ

き
で
は
な

か
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
条

じ
ょ
う

件け
ん

を

研け
ん

究き
ゅ
うし

抜ぬ

い
た
上う

え

で
の
結け

つ

論ろ
ん

で
あ
っ
た
。

　

彼か
れ

は
い
つ
も
夜よ

る

、
カ
ー
マ
の

上う
え

で
煙た

ば
こ草

を
吸す

い
な
が
ら
考

か
ん
が

え
続つ

づ

け
た
。
気き

づ
か
ぬ
内う

ち

に
、

煙た
ば
こ草

の
灰は

い

が
落お

ち
、
カ
ー
マ

は
穴あ

な

だ
ら
け
に
な
っ
た
。
灰は

い

が
焦こ

が
し
て
い
る
こ
と
に
気き

づ

か
ぬ
ほ
ど
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うし

て
考か

ん
が

え
続つ

づ

け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

統と
う

領り
ょ
うは

伯は
っ

国こ
く

民み
ん

に
と
っ
て
危き

険け
ん

な
存そ

ん

在ざ
い

」
と
評ひ

ょ
うし

た
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
が

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏し

を
最さ

い

悪あ
く

の
国こ

っ

家か

元げ
ん

首し
ゅ

と
し
た
の
は
、
伯は

っ

国こ
く

で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓ま

ん
え
ん延

し

始は
じ

め
た
時と

き

、
コ
ロ
ナ
感か

ん

染せ
ん

症
し
ょ
う

は
「
軽か

る

い
風か

邪ぜ

」
と
し
た
上う

え

、

国こ
く

民み
ん

に
「
男お

と
こ

ら
し
く
対た

い

峙じ

せ

よ
」
と
呼よ

び
か
け
、
全ぜ

ん

国こ
く

の

知ち

事じ

達た
ち

に
よ
る
社し

ゃ

会か
い

的て
き

隔か
く

離り

策さ
く

を
覆

く
つ
が
えそ

う
と
繰く

り
返か

え

し
試

こ
こ
ろ

み
て
い
る
か
ら
だ
。

　

同ど
う

紙し

は
、
エ
ン
リ
ケ
・
マ

ン
デ
ッ
タ
保ほ

健け
ん

相し
ょ
うや

知ち

事じ

達た
ち

の
採と

っ
て
い
る
コ
ロ
ナ
対た

い

策さ
く

を
国こ

く

民み
ん

が
高た

か

く
評

ひ
ょ
う

価か

し
て
い
る

事こ
と

や
、
鍋な

べ

叩た
た

き
に
よ
る
連れ

ん

夜や

の
抗こ

う

議ぎ

行こ
う

動ど
う

な
ど
に
も
言げ

ん

及き
ゅ
う。

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うが

率そ
っ

先せ
ん

し
て
社し

ゃ

会か
い

的て
き

隔か
く

離り

を
破や

ぶ

っ
て
い
る
せ
い
で
、

１
２
日に

ち

の
聖せ

い

市し

で
の
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
く

順じ
ゅ
ん

守し
ゅ

率り
つ

は
５
０
％
の
み

だ
っ
た
と
も
報ほ

う

じ
た
。

　

同ど
う

紙し

が
ダ
メ
押お

し
と
し
て

触ふ

れ
た
の
は
、
米べ

い

国こ
く

の
ト
ラ

ン
プ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うも

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

氏し

に
忠

ち
ゅ
う

告こ
く

し
た
事こ

と

だ
。
米べ

い

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うは

同ど
う

国こ
く

で
の
死し

者し
ゃ

急き
ゅ
う

増ぞ
う

に
驚お

ど
ろ

き
、
外が

い

出し
ゅ
つ

規き

制せ
い

は
必ひ

つ

要よ
う

と
言い

い
始は

じ

め
た
後あ

と

、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏し

に
も
社し

ゃ

会か
い

的て
き

隔か
く

離り

の
必ひ

つ

要よ
う

性せ
い

を
説と

い
た
。

　

だ
が
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏し

の

態た
い

度ど

は
変か

わ
ら
ず
、
保ほ

健け
ん

相
し
ょ
う

解か
い

任に
ん

は
時じ

間か
ん

の
問も

ん

題だ
い

に
。
他た

国こ
く

で
は
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
くに

従し
た
が

わ
ず

に
解か

い

任に
ん

さ
れ
た
保ほ

健け
ん

相し
ょ
うが

い

る
の
に
、
伯は

っ

国こ
く

で
は
、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うに

反は
ん

抗こ
う

し
て
い
る
と
の
理り

由ゆ
う

で
、
隔か

く

離り

は
感か

ん

染せ
ん

防ぼ
う

止し

に

不ふ

可か

欠け
つ

と
説と

い
て
来き

た
保ほ

健け
ん

相し
ょ
うが

解か
い

任に
ん

さ
れ
、
知ち

事じ

達た
ち

に

反は
ん

対た
い

す
る
抗こ

う

議ぎ

行こ
う

動ど
う

も
起お

き

る
と
は
。
隔か

く

離り

不ふ

採さ
い

用よ
う

で
コ

ロ
ナ
大だ

い

流り
ゅ
う

行こ
う

の
ニ
カ
ラ
グ
ア

で
は
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うが

姿す
が
た

を
隠か

く

し
て

い
る
が
、
伯は

っ

国こ
く

は
？　
　
（
み
）

樹   

海

　

１
４
日か

夜よ
る

、
米べ

い

国こ
く

の
ザ
・

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙し

が

社し
ゃ

説せ
つ

で
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
世せ

界か
い

的て
き

流り
ゅ
う

行こ
う

を
最も

っ
と

も

過か

小し
ょ
う

評ひ
ょ
う

価か

し
て
い
る
国こ

っ

家か

元げ
ん

首し
ゅ

に
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大だ

い

統と
う

領
り
ょ
う

を
選え

ら

ん
だ
と
い
う
、
Ｇ
１
サ

イ
ト
電で

ん

子し

版ば
ん

１
４
日か

付づ
け

記き

事じ

が
目め

に
留と

ま
っ
た
。

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
関か

ん

連れ
ん

で
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏し

が
国こ

く

際さ
い

的て
き

に
酷こ

く

評
ひ
ょ
う

さ
れ
る
の
は
初は

じ

め
て
で
は
な

い
。
英え

い

国こ
く

紙し

ザ
・
ガ
ー
デ
ィ

ア
ン
も
３
月が

つ

末ま
つ

日じ
つ

、「
伯は

っ

国こ
く

大だ
い

じ
ゅ
　
　
か
い

以い

後ご

は
生せ

い

産さ
ん

物ぶ
つ

の
出

し
ゅ
っ

荷か

・
販は

ん

売ば
い

時じ

に
手て

数す
う

料り
ょ
うを

払は
ら

っ
て
い

た
。
そ
れ
以い

外が
い

に
、
こ
の
増ぞ

う

資し

積つ
み

立た
て

金き
ん

を
差さ

し
引ひ

か
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
２

％
で
あ
っ
た
。

　

組く
み

合あ
い

員い
ん

に
と
っ
て
は
、
聞き

い

た
こ
と
も
な
い
制せ

い

度ど

だ
っ
た
。

当と
う

然ぜ
ん

、
こ
れ
を
審し

ん

議ぎ

し
た
総そ

う

会か
い

で
は
囂ご

う

々ご
う

た
る
反は

ん

対た
い

の
声こ

え

が
巻ま

き
起お

こ
っ
た
。

　
が
、
下し

も

元も
と

は
押お

し
通と

お

し
た
。

　

下し
も

元も
と

健け
ん

吉き
ち

の
創そ

う

造ぞ
う

心し
ん

の
話

は
な
し

を
続つ

づ

け
る
―
―
。

　

１
９
３
６
年ね

ん

、
彼か

れ

は
コ
チ

ア
に
「
増ぞ

う

資し

積つ
み

立た
て

金き
ん

」
と
い

う
制せ

い

度ど

を
作つ

く

っ
た
。
こ
れ
は

「
組く

み

合あ
い

員い
ん

の
出

し
ゅ
っ

荷か

物ぶ
つ

の
売う

り

上あ

げ
の
一い

ち

部ぶ

を
天て

ん

引び

き
し
て
積つ

み
立た

て
、
組く

み

合あ
い

の
資し

本ほ
ん

金き
ん

に

組く

み
入い

れ
る
」
と
い
う
シ
ス
テ

ム
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
組く

み

合あ
い

員い
ん

は
組く

み

合あ
い

加か

入に
ゅ
う

時じ

に
出

し
ゅ
っ

資し

金き
ん

を
納お

さ

め
、

人ひ
と

が
隔か

く

離り

措そ

置ち

に
よ
っ
て
働

は
た
ら

け
ず
、
唯ゆ

い

一い
つ

の
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
う

源げ
ん

を
失

う
し
な

っ
て
生せ

い

活か
つ

が
困こ

ん

窮き
ゅ
うし

て
お
り
、

助た
す

け
が
必ひ

つ

要よ
う

で
す
。

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｃ

ｏ
ｖ
ｉ
ｄ
―
１
９
）
に
よ
る

困こ
ん
 
な
ん難

で
あ
る
こ
と
が
本ほ

ん

ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
可か

 
し視

化か

さ
れ

た
。

　

な
お
回か

い
 
と
う答

提て
い
 
し
ゅ
つ出

し
た

部ぶ
 
か
い会

は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

生せ
い
 
か
つ活

産さ
ん
 
ぎ
ょ
う

業
、
運う

ん
 
ゆ輸

サ
ー
ビ

ス
、
金き

ん
 
ゆ
う融

、
貿ぼ

う
 
え
き易

、
機き

 
か
い械

・

金き
ん
 
ぞ
く属

、
化か

 
が
く
 
ひ
ん

学
品
、
貿ぼ

う
 
え
き易

、

１月
がつ

にピエダーデ会
かい

館
かん

で開
かい

催
さい

された聖
せい

南
なん

西
せい

文
ぶん

化
か

体
たい

育
いく

連
れん

盟
めい

の
総
そう

会
かい

に出
しゅっ

席
せき

した皆
みな

さん

　

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

感か
ん
 
せ
ん染

対た
い
 
さ
く策

を
行

お
こ
な

っ
て
い

る
会か

い
 
し
ゃ社

は

１
０
０
％
。

そ
の
中な

か

で
も

最も
っ
と

も
多お

お

か

っ
た
対た

い
 
さ
く策

は

『
在

ざ
い
 
た
く宅

勤き
ん
 
む務

』

（
９
２
％
、

１
１
７
社し

ゃ

）

だ
っ
た
。

　

在ざ
い
 
た
く宅

勤き

ん

 

む務

を

行お
こ
な

う

従じ
ゅ
う
 
ぎ
ょ
う
 
い
ん

業

員

の
割わ

り
 
あ
い合

と
し

て
は
、
全ぜ

ん

従じ
ゅ
う
 
ぎ
ょ
う
 
い
ん

業

員

の

在ざ
い
 
た
く宅

聖せ
い

南な
ん

西せ
い

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

連れ
ん

盟め
い

（
Ｕ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
）
／
リ
ベ
イ
ラ

河が
わ

沿え
ん

岸が
ん

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
Ｆ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｒ
）

の
で
す
。

　

常つ
ね

に
保ほ

健け
ん

機き

関か
ん

が
推す

い

奨し
ょ
うす

る
事じ

項こ
う

を
厳げ

ん

守し
ゅ

し
て
、
ど
れ

だ
け
時じ

間か
ん

が
か
か
る
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
出で

来き

る
だ

け
早は

や

く
危き

機き

を
終お

わ
ら
せ
る

よ
う
に
力ち

か
らを

入い

れ
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
危き

機き

に
突と

つ

入に
ゅ
うし

た
と

き
よ
り
も
、
切き

り
抜ぬ

け
ら
れ

た
時と

き

に
は
、
も
っ
と
我わ

れ

々わ
れ

は

良よ

く
な
り
ま
す
。
以い

前ぜ
ん

以い

上
じ
ょ
う

に
結け

っ

束そ
く

の
大た

い

切せ
つ

さ
や
、
団だ

ん

体た
い

へ
の
愛あ

い

が
深ふ

か

ま
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

田た

製せ
い

作さ
く

所し
ょ

か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

が
で
た
こ
と
に

よ
り
、
３
日か

間か
ん

工こ
う

場じ
ょ
うの

停て
い

止し

、

７
千せ

ん

人に
ん

が
自じ

宅た
く

待た
い

機き

す
る
こ

と
が
日に

本ほ
ん

経け
い

済ざ
い

新し
ん

聞ぶ
ん

４
月が

つ

１
４
日か

付づ

け
電で

ん

子し

版ば
ん

で
報ほ

う

道ど
う

さ
れ
た
。
同ど

う

製せ
い

作さ
く

所し
ょ

に
は
昨さ

く

年ね
ん

８
月が

つ

時じ

点て
ん

で
、
少す

く

な
く
と

も
１
千せ

ん

人に
ん

規き

模ぼ

の
在ざ

い

日に
ち

ブ
ラ

ジ
ル
人じ

ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

が
働は

た
ら

い
て
い

た
と
報ほ

う

じ
ら
れ
て
い
る
。

　

日に
っ

経け
い

紙し

に
よ
る
と
、
島し

ま

根ね

県け
ん

松ま
つ

江え

市し

の
飲い

ん

食し
ょ
く

店て
ん

が
感か

ん

染せ
ん

源げ
ん

と
な
り
、
集

し
ゅ
う

団だ
ん

感か
ん

染せ
ん

が
発は

っ

生せ
い

し
た
。
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

の
一ひ

と

人り

に

出い
ず

雲も

村む
ら

田た

製せ
い

作さ
く

所し
ょ

に
勤き

ん

務む

す

る
製せ

い

造ぞ
う

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
い

た
関か

ん

係け
い

で
、
同ど

う

製せ
い

作さ
く

所し
ょ

は
４

月が
つ

１
４
日か

～
１
６
日に

ち

の
３
日か

間か
ん

を
工こ

う

場じ
ょ
う

内な
い

部ぶ

の
消

し
ょ
う

毒ど
く

の
た

め
一い

ち

時じ

停て
い

止し

し
た
。

　

そ
の
間あ

い
だ、

７
千せ

ん

人に
ん

の
従

じ
ゅ
う

業
ぎ
ょ
う

員い
ん

を
自じ

宅た
く

待た
い

機き

と
す
る
措そ

置ち

を
行

お
こ
な

っ
た
。
村む

ら

田た

製せ
い

作さ
く

所し
ょ

ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

の
行こ

う

動ど
う

記き

録ろ
く

ベ
ー
ス
か

ら
同ど

う

社し
ゃ

内な
い

で
接せ

っ

触し
ょ
くが

確か
く

認に
ん

さ

れ
た
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

６
１
人に

ん

を
４
月が

つ

１
４
日か

か
ら
２
週

し
ゅ
う

間か
ん

の
自じ

宅た
く

待た
い

機き

措そ

置ち

を
と
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

に
ブ
ラ
ジ

ル
人じ

ん

が
い
る
か
ど
う
か
は
今い

ま

の
と
こ
ろ
不ふ

明め
い

。

山や
ま

村む
ら

敏と
し

明あ
き

会か
い

長ち
ょ
う

イ
ベ
ン
ト
中ち

ゅ
う

止し

で
損そ

ん

失し
つ

、
存そ

ん

続ぞ
く

危き

機き

無ぶ

事じ

に
切き

り
抜ぬ

け
団だ

ん

体た
い

結け
っ

束そ
く

を

　

島し
ま

根ね

県け
ん

出い
ず

雲も

市し

に
あ
る
村む

ら

な
困こ

ん
 
な
ん難

に
直

ち
ょ
く
 
め
ん

面
し
て
い
る
よ

う
だ
。
そ
ん
な
中な

か

、
１
５
日に

ち

に
は
「
ト
ヨ
タ
・
ド
・
ブ
ラ

ジ
ル
が
生せ

い
 
さ
ん産

を
再さ

い
 
か
い開

す
る
の

は
６
月が

つ

か
ら
」
と
の
報ほ

う
 
ど
う道

が

流な
が

れ
た
。
一い

っ
 
こ
く

刻
も
早は

や

く
コ
ロ
ナ

禍か

が
収お

さ

ま
り
、
通

つ
う
 
じ
ょ
う

常
の
経け

い
 
ざ
い済

活か
つ
 
ど
う

動
が
戻も

ど
っ
て
欲ほ

し
い
と
こ
ろ

だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

島し
ま

根ね

県け
ん

出い
ず

雲も

市し

の
村む

ら

田た

製せ
い

作さ
く

所し
ょ

工こ
う

場じ
ょ
うは

、
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

就し
ゅ
う

労ろ
う

者し
ゃ

を
多お

お

く
雇や

と

っ
て
い
る

こ
と
で
有ゆ

う

名め
い

。
今こ

ん

回か
い

、
従

じ
ゅ
う

業
ぎ
ょ
う

員い
ん

の
感か

ん

染せ
ん

で
工こ

う

場じ
ょ
うが

一い
ち

時じ

休
き
ゅ
う

業ぎ
ょ
うし

た
こ
と
は
、
立た

ち

場ば

の
弱よ

わ

い
デ
カ
セ
ギ
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
は
脅

き
ょ
う

威い

か
も
。
も
ち
ろ
ん
、
す
ぐ

に
再さ

い

開か
い

す
れ
ば
問も

ん

題だ
い

は
な
い
。

た
だ
し
、
万ま

ん

が
一い

ち

に
も
同ど

う

製せ
い

作さ
く

所し
ょ

内な
い

で
も
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

が
確か

く

認に
ん

さ
れ
、
長

ち
ょ
う

期き

停て
い

止し

す
る
こ

と
に
な
れ
ば
大お

お

き
な
問も

ん

題だ
い

に

な
る
。
た
だ
で
さ
え
コ
ロ
ナ
災さ

い

禍か

の
影え

い

響き
ょ
うに

よ
り
外が

い

国こ
く

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

の
派は

遣け
ん

切ぎ

り
が
あ
ち
こ

ち
で
起お

き
て
い
る
中な

か

、
健け

ん

康こ
う

状じ
ょ
う

態た
い

の
良よ

く
な
い
外が

い

国こ
く

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

に
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

が
広ひ

ろ

が
れ
ば
、

一い
っ

体た
い

ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
？

食し
ょ
く
 
ひ
ん

品
、
電で

ん
 
き気

・
情

じ
ょ
う
 
ほ
う報

通つ
う
 
し
ん信

、

自じ
 
ど
う
 
し
ゃ

動
車
な
ど
多た

 
し
ゅ
 
た
 
よ
う

種
多
様
。
ま

た
業

ぎ
ょ
う
 
し
ゅ種

内う
ち
 
わ
け訳

は
１
２
８
社し

ゃ

の

内う
ち

、製
せ
い
 
ぞ
う造

販は
ん
 
ば
い
 
ぎ
ょ
う

売
業
が
４
５
％

（
５
８
社し

ゃ

）、
サ
ー
ビ
ス
業ぎ

ょ
う

が

３
０
％
（
３
８
社し

ゃ

）、
そ
の

他ほ
か

２
５
％
（
３
２
社し

ゃ

）。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
詳し

ょ
う
 
さ
い細

は

同ど
う

会か
い
 
ぎ
 
し
ょ

議
所
サ
イ
ト
（jp

.
c
a
m
a
ra
d
o
ja
p
a
o
.

o
rg
.b
r/
u
p
lo
a
d
/

files/2
7
.0
3
.2
0

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス.pdf

）
ま
で
。

出い
ず

雲も

市し
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☆都
つごう

合により放
ほうそう

送時
じかん

間、番
ばんぐみ

組内
ないよう

容が変
へんこう

更されている

場
ばあい

合もあります。

☆記
きさい

載されている放
ほうそう

送時
じかん

間はブラジリア時
じかん

間です。

	 月
がつ

	 日
にち

（土
ど

）まで

	 月
がつ

	 日
にち

（日
にち

）から

	 4	 25	

☆美
び

の壺
つぼ

☆
「ティータイム」
金
きん

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

3：30
　世

せ

界
かい

中
じゅう

で愛
あい

されている紅
こう

茶
ちゃ

。単
たん

なるしこう品
ひん

ではなく、「紅
こう

茶
ちゃ

を飲
の

む」行
こう

為
い

自
じ

体
たい

が、暮
く

らしに
根

ね

付
づ

いている文
ぶん

化
か

でもある。その象
しょう

徴
ちょう

が「ティー
タイム」。イギリスでは「仕

し

事
ごと

の合
あい

間
ま

にティータ
イムをとるのではなく、ティータイムの合

あい

間
ま

に
仕

し

事
ごと

をしている」と言
い

われるほど。それは心
こころ

を
潤
うるお

わせ、幸
こう

福
ふく

に暮
く

らすための日
にち

常
じょう

のささやかな
儀

ぎ

式
しき

。今
こん

回
かい

は紅
こう

茶
ちゃ

の世
せ

界
かい

を、ティータイムの神
しん

髄
ずい

に絞
しぼ

って展
てん

開
かい

。至
し

福
ふく

のひと時
とき

を、英
えい

国
こく

風
ふう

、ア
ジア風

ふう

、和
わ

風
ふう

の切
き

り口
くち

から、その魅
み

力
りょく

を探
さぐ

る。

☆ＮＨＫスペシャル　ヒグマと老
ろう

漁
りょう

師
し

☆
～世

せ

界
かい

遺
い

産
さん

・知
しれ

床
とこ

を生
い

きる～ 
日
にち

曜
ようび

日 午
ご

前
ぜん

9:00
　2005 年

ねん

に世
せ

界
かい

自
し

然
ぜん

遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

された北
ほっ

海
かい

道
どう

の
知
しれ

床
とこ

。その奥
おく

地
ち

“ルシャ” と呼
よ

ばれる地
ち

区
く

に、野
や

生
せい

のヒグマを叱
しか

って追
お

い払
はら

う老
ろう

人
じん

がいる。大
おお

瀬
せ

初
はつ

三
さぶ

郎
ろう

さん 84 歳
さい

。世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

の海
うみ

で 56 年
ねん

に亘
わた

って
サケをとってきた 漁

りょう

師
し

だ。大
おお

瀬
せ

さんが拠
きょ

点
てん

を構
かま

えるのは、世
せ

界
かい

有
ゆう

数
すう

のヒグマの密
みっ

集
しゅう

地
ち

帯
たい

。ヒグ
マが近

ちか

づいてくると「コラ！こっちに来
く

るな！」
と大

おお

声
ごえ

でにらみつける。すると、ヒグマは静
しず

かに
去

さ

っていく。この半
はん

世
せい

紀
き

、ヒグマに襲
おそ

われてケガ
をした 漁

りょう

師
し

はひとりもいないという。ところが
去
きょ

年
ねん

、世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

を審
しん

議
ぎ

するユネスコから委
い

託
たく

を
受

う

けた 調
ちょう

査
さ

団
だん

が大
おお

瀬
せ

さんの元
もと

を 訪
おとず

れ、ルシャを
自

し

然
ぜん

本
ほん

来
らい

の 姿
すがた

に戻
もど

すよう求
もと

めてきた。途
と

方
ほう

にく
れた大

おお

瀬
せ

さん。しかし、不
ふ

思
し

議
ぎ

なことが起
お

きた…。
番
ばん

組
ぐみ

では、ヒグマを叱
しか

る 男
おとこ

の謎
なぞ

に迫
せま

るとともに、
大
おお

瀬
せ

さんたちの 驚
おどろ

きの日
ひ

々
び

に密
みっ

着
ちゃく

し、人
ひと

は自
し

然
ぜん

とどう向
む

き合
あ

えばいいのか 考
かんが

えたい。

「日本人はもう自分を偽って背伸びしな
くていい」と話す橋爪大三郎さん（共同）

漱
石
の
書
簡
に
謎
の
紀
元
会

「老老介護の幸せ」（共同）

新
し
い
言
葉
を
追
い
求
め
て

☆よるドラ　いいね！光
ひかる

源
げん

氏
じ

くん☆
第

だい

四
よん

絵
え

巻
まき

「らいばるにご用
よう

心
じん

？」
土

ど

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

11:30
　光

ひかる

（千
ち

葉
ば

雄
ゆう

大
だい

）がどこかへ消
き

えてから意
い

気
き

消
しょう

沈
ちん

の日
ひ

々
び

を送
おく

る沙
さ

織
おり

（伊
い

藤
とう

沙
さ

莉
いり

）であったが、
ある晩

ばん

すだれの音
おと

で目
め

が覚
さ

めて直
のう

衣
し

姿
すがた

の男
おとこ

の後
うし

ろ姿
すがた

を発
はっ

見
けん

。光
ひかる

が戻
もど

って来
き

てくれたと思
おも

い喜
よろこ

ん
で抱

だ

きつくが、振
ふ

り返
かえ

ったら見
み

も知
し

らぬ男
おとこ

（桐
きり

山
やま

漣
れん

）で、話
はなし

をするうちに源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

で光
ひかる

のライ
バル的

てき

な存
そん

在
ざい

の頭
とうの

中
ちゅう

将
じょう

（この時
とき

は三
さん

位
みの

中
ちゅう

将
じょう

）だ
とわかる。沙

さ

織
おり

は、中
ちゅう

将
じょう

をしばらく家
いえ

に置
お

いて
おけば、もしかしたら光

ひかる

の居
い

場
ば

所
しょ

がわかるかも
しれないと思

おも

い、再
ふたた

び平
へい

安
あん

貴
き

族
ぞく

の居
い

候
そうろう

と暮
く

らし
始
はじ

めるが…。

知
ら
れ
ざ
る
交
友
、
新
発
見

　
【
共
同
】
人
気
子
役
と
し

て
世
に
出
た
女
優
・
歌
手
が
、

認
知
症
の
母
を
介
護
し
て
き

た
日
々
を
つ
づ
る
。
家
事
も

☆ COOL JAPAN ～発
はっ

掘
くつ

！
かっこいいニッポン～☆

「リサイクル」
月
げつ

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

2:00
　外

がい

国
こく

人
じん

から度
たび

々
たび

「日
に

本
ほん

人
じん

はペットボトルを使
つか

いすぎ」、「お菓
か

子
し

の個
こ

包
ほう

装
そう

など、包
ほう

装
そう

が過
か

剰
じょう

」、
「日

に

本
ほん

は環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

をおざなりにし過
す

ぎ」などと指
し

摘
てき

されてきた。そこで今
こん

回
かい

のテーマは「リサイ
クル」。オリンピック・パラリンピックで選

せん

手
しゅ

に
渡
わた

される金
きん

・銀
ぎん

・銅
どう

メダルは使
し

用
よう

済
ず

みの携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

などからリサイクルされたもの。こうした取
と

り組
く

みで世
せ

界
かい

にリサイクル大
たい

国
こく

を印
いん

象
しょう

づけたい
日

に

本
ほん

だが、果
は

たして世
せ

界
かい

はどう見
み

ているのか？

新たに見つかった夏目漱石の書簡。巻物
に加工されている＝埼玉県川越市（共同）

日
本
人
の
呪
縛
破
る
思
考

☆チョイス＠病
びょう

気
き

になったとき☆
「知

し

っておきたい危
き

険
けん

な骨
こっ

折
せつ

」
金
きん

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

 2:15（再）午
ご

前
ぜん

1:00
　脚

あし

の付
つ

け根
ね

付
ふ

近
きん

を骨
こっ

折
せつ

した高
こう

齢
れい

者
しゃ

の２割
わり

が、
ひと月

つき

以
い

内
ない

に死
し

亡
ぼう

するというデータがある。痛
いた

みのために動
うご

けず寝
ね

たきりになるうち、肺
はい

炎
えん

な
どの合

がっ

併
ぺい

症
しょう

を起
お

こすからだ。そのため、できる
だけ早

はや

く、手
しゅ

術
じゅつ

とリハビリを行
おこな

う必
ひつ

要
よう

がある。
背

せ

骨
ぼね

の圧
あっ

迫
ぱく

骨
こっ

折
せつ

も危
き

険
けん

。痛
いた

みがなく気
き

づきにく
いが、１か所

しょ

骨
ほね

がつぶれるとやがて周
まわ

りの骨
ほね

も
潰
つぶ

れ、寝
ね

たきりにつながることも。骨
ほね

を強
きょう

化
か

す
る薬

くすり

か手
しゅ

術
じゅつ

による治
ち

療
りょう

で防
ふせ

ぐ。骨
ほね

を守
まも

るための
日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

の注
ちゅう

意
い

点
てん

も紹
しょう

介
かい

。

☆連
れん

続
ぞく

テレビ小
しょう

説
せつ

「エール」☆
第
だい

4 週
しゅう

「君
きみ

はるか」
日
にち

～木
もく

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

 8:00
（再

さい

）　月
げつ

～金
きん

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

0:45
　将

しょう

来
らい

の目
もく

標
ひょう

が見
み

えない日
ひ

々
び

を送
おく

っている裕
ゆう

一
いち

（窪
くぼ

田
た

正
まさ

孝
たか

）。ある日
ひ

、鉄
てつ

男
お

（中
なか

村
むら

蒼
あおい

）が訪
たず

ねて
きて「国

こく

際
さい

作
さっ

曲
きょく

コンクール」の話
はなし

をする。一
いっ

方
ぽう

、
豊
とよ

橋
はし

の関
せき

内
うち

家
け

では音
おと

（二
に

階
かい

堂
どう

ふみ）が幼
よう

少
しょう

の頃
ころ

に出
で

会
あ

った双
ふた

浦
うら

環
たまき

（柴
しば

咲
さき

コウ）のような歌
か

手
しゅ

に
なることを夢

ゆめ

見
み

て、御
み

手
た

洗
らい

清
きよ

太
た

郎
ろう

先生（古
ふる

川
かわ

雄
ゆう

大
た

）から声
せい

楽
がく

のレッスンを受
う

けていた。音
おと

の姉
あね

☆サンドのお風
ふ

呂
ろ

いただきます☆
「愛

え

媛
ひめ

県
けん

　道
どう

後
ご

温
おん

泉
せん

　前
ぜん

編
ぺん

」
水
すい

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

8:15  （再
さい

）午
ご

後
ご

10：50
　日

に

本
ほん

最
さい

古
こ

の温
おん

泉
せん

の一
ひと

つといわれる愛
え

媛
ひめ

県
けん

松
まつ

山
やま

市
し

の道
どう

後
ご

温
おん

泉
せん

へ！まずは、国
くに

の重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

の道
どう

後
ご

温
おん

泉
せん

本
ほん

館
かん

を探
たん

訪
ぼう

。続
つづ

いてかつて昭
しょう

和
わ

天
てん

皇
のう

も入
にゅう

浴
よく

した皇
こう

室
しつ

専
せん

用
よう

浴
よく

室
しつ

を再
さい

現
げん

した飛
あすか

鳥乃
の

温
おん

泉
せん

・特
とく

別
べつ

浴
よく

室
しつ

に雛
ひな

形
がた

あきこさんが入
にゅう

浴
よく

！さらに、年
ねん

に数
すう

度
ど

しか合
あ

わないけど仲
なか

がいいという別
べっ

居
きょ

暮
ぐ

らし
夫
ふう

婦
ふ

のお宅
たく

へ。油
あぶら

絵
え

や彫
ちょう

刻
こく

など多
た

趣
しゅ

味
み

な夫
おっと

の手
て

作
づく

り巨
きょ

大
だい

露
ろ

天
てん

風
ぶ

呂
ろ

に入
にゅう

浴
よく

！妻
つま

に家
か

族
ぞく

を任
まか

せ、自
じ

由
ゆう

奔
ほん

放
ぽう

に過
す

ごす夫
おっと

。横
よこ

山
やま

だいすけさんも驚
おどろ

きの
夫
ふう

婦
ふ

円
えん

満
まん

の秘
ひ

密
みつ

を探
さぐ

る。

社
会
学
者
の
橋
爪
大
三
郎
さ
ん

　
【
共
同
】
文
豪
夏
目
漱
石

が
、
大
学
時
代
の
友
人
の
結

婚
祝
い
に
つ
い
て
、
別
の
知

人
に
相
談
し
た
書
簡
が
新
た

に
見
つ
か
っ
た
。
旧
帝
国
大

の
同
窓
生
ら
で
つ
く
っ
て
い

た
親
睦
会
「
紀
元
会
」
の
仲

（
木
村
雅
昭
著
）

「
大
英
帝
国
の

　
　
　 

盛
衰
」

　
【
共
同
】
政
治
や
宗
教
、

憲
法
な
ど
幅
広
い
分
野
を
論

じ
て
き
た
社
会
学
者
の
橋
爪

大
三
郎
さ
ん
（
７
１
）。
一
貫

し
て
き
た
の
は
世
界
を
「
新

し
い
言
葉
」
で
語
り
た
い
と

い
う
欲
求
だ
。
戦
後
７
５
年

を
迎
え
た
今
、
日
本
人
が
自

ら
に
か
け
た
呪
縛
を
「
内
側

か
ら
打
ち
破
る
」
思
考
を
模

索
す
る
。

　
▽
気
配

　

戦
後
間
も
な
い
時
期
の
記

憶
が
あ
る
。
４
歳
ご
ろ
、
父

親
の
転
勤
で
関
西
へ
の
転
居

が
決
ま
り
、
神
奈
川
・
鎌
倉

の
実
家
を
貸
す
こ
と
に
。「
進

駐
軍
の
将
校
一
家
が
下
見
に

き
た
。
外
国
人
に
家
を
取

ら
れ
る
よ
う
で
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ

た
」。
敗
戦
の
気
配
は
身
近

に
色
濃
く
残
っ
て
い
た
。

　

進
路
に
迷
っ
て
い
た
高
校

時
代
、
図
書
館
で
大
学
の
教

科
書
を
順
に
見
て
い
た
ら
、

社
会
学
の
棚
が
目
に
留
ま
っ

た
。「
科
学
の
は
ず
な
の
に
社

会
変
革
と
か
書
い
て
あ
る
。

自
分
で
も
で
き
そ
う
だ
な
と

思
っ
た
」
と
笑
う
。

　

１
９
６
７
年
に
東
京
大
に

進
む
も
、
講
義
は
「
同
時
代

の
課
題
に
か
す
り
も
し
な
い
」

退
屈
な
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。

半
年
で
出
る
の
を
や
め
「
自

分
に
一
番
向
い
て
い
な
い
こ
と

を
や
ろ
う
」
と
始
め
た
演
劇

に
専
念
す
る
生
活
を
１
年
近

く
続
け
た
。

　
▽
表
現

　

当
時
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
反

対
な
ど
で
学
生
運
動
は
盛
り

上
が
り
を
見
せ
、
革
マ
ル
派

や
中
核
派
な
ど
新
左
翼
「
セ

ク
ト
」
が
激
し
い
主
導
権
争

い
を
繰
り
広
げ
た
。
過
激
な

「
老
老
介
護
の
幸
せ
」 

母
と
の
距
離
を
見
つ
め
直
す

（
松
島
ト
モ
子
著
）

☆サイエンスＺＥＲＯ☆
未

み

開
かい

の境
きょう

地
ち

！「聞
き

こえない音
おと

」テクノロジー
最
さい

前
ぜん

線
せん

！
月
げつ

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

1:00
　人

ひと

の可
か

聴
ちょう

域
いき

を超
こ

える「超
ちょう

音
おん

波
ぱ

」や「低
てい

周
しゅう

波
は

」

などの“聞
き

こえない音
おと

”を利
り

用
よう

した技
ぎ

術
じゅつ

が進
しん

歩
ぽ

し、

個
こ

人
じん

認
にん

証
しょう

のあり方
かた

やエンターテイメント、災
さい

害
がい

の予
よ

想
そう

の精
せい

度
ど

向
こう

上
じょう

など、私
わたし

たちの暮
く

らしを大
おお

き

く変
か

えようとしている。人
ひと

ごとに異
こと

なる耳
みみ

の形
かたち

に注
ちゅう

目
もく

した「耳
みみ

認
にん

証
しょう

システム」は顔
かお

認
にん

証
しょう

や指
し

紋
もん

に比
くら

べ、ハッキング困
こん

難
なん

なセキュリティとして

注
ちゅう

目
もく

を集
あつ

め、舞
ぶ

台
たい

のセリフに合
あ

わせて字
じ

幕
まく

を表
ひょう

示
じ

するシステムはすでに実
じつ

用
よう

化
か

。知
し

られざる音
おと

の最
さい

前
ぜん

線
せん

に迫
せま

る。
☆麒

き

麟
りん

がくる☆
第
だい

14 回
かい

「聖
しょう

徳
とく

寺
じ

の会
かい

見
けん

」
日
にち

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

8:00
（再

さい

）午
ご

後
ご

17:00  土
ど

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

1:05

セ
ク
ト
と
は
距
離
を
置
き
つ

つ
も
変
革
を
求
め
る
学
生
を

引
き
つ
け
た
の
が
、
強
硬
な

大
学
当
局
に
抗
議
し
よ
う
と

結
成
さ
れ
た
「
全
共
闘
」
だ
っ

た
。
橋
爪
さ
ん
も
そ
の
運
動

に
身
を
投
じ
て
い
く
。

　
「
大
学
は
矛
盾
の
多
い
資

本
主
義
社
会
を
再
生
産
す
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一
部
。
そ
れ
に

無
自
覚
な
の
は
知
的
で
も
道

義
的
で
も
な
い
」。
全
共
闘
は

学
生
に
と
っ
て
「
自
己
表
現
」

の
場
で
も
あ
っ
た
。

　

だ
が
６
９
年
１
月
に
東
大

安
田
講
堂
の
陥
落
を
境
に
、

全
共
闘
は
敗
北
へ
と
向
か
う
。

「
ど
こ
か
が
ま
ず
い
」。
橋
爪

さ
ん
は
、
社
会
変
革
の
根
拠

と
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の

懐
疑
を
強
め
て
い
く
。「
経
済

的
分
析
と
し
て
は
そ
れ
な
り

に
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

人
間
と
社
会
の
理
解
の
仕
方

に
問
題
が
あ
る
」

　

目
を
向
け
た
の
が
、
人
類

学
者
レ
ビ
ス
ト
ロ
ー
ス
ら
が

間
内
の
や
り
と
り
。
同
会
の

活
動
内
容
は
こ
れ
ま
で
詳
し

く
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
専
門

家
は
「
知
ら
れ
ざ
る
エ
リ
ー

ト
間
の
人
間
関
係
が
垣
間
見

え
る
貴
重
な
発
見
だ
」
と
話

し
て
い
る
。

　

書
簡
は
、
後
に
旧
制
一
高

の
校
長
と
な
る
菊
池
寿
人
に

宛
て
た
も
の
で
、
封
筒
の
消

印
に
明
治
３
７
（
１
９
０
４
）

年
７
月
１
３
日
と
あ
る
。
紀

元
会
の
総
代
を
務
め
て
い
た

漱
石
に
、
旧
制
五
高
時
代

唱
え
た
「
構
造
主
義
」
だ
。

人
々
の
集
合
的
な
無
意
識

に
、
隠
れ
た
「
構
造
」
が
潜

ん
で
い
る
と
す
る
思
想
で「
数

学
と
似
て
い
て
難
解
だ
が
、

科
学
的
で
立
場
の
違
い
を
生

ま
な
い
か
ら
楽
だ
っ
た
」。
マ

ル
ク
ス
主
義
に
代
わ
る
「
新

し
い
言
葉
」
だ
っ
た
。

　
▽
原
理

　

大
学
院
で
は
社
会
学
を
深

め
な
が
ら
、
評
論
家
の
小
室

直
樹
さ
ん
が
主
宰
す
る
自
主

ゼ
ミ
に
も
参
加
。「
あ
ら
ゆ

る
学
問
を
修
め
、
そ
の
上
で

基
礎
か
ら
新
し
い
理
論
を
築

こ
う
と
す
る
。
そ
ん
な
小
室

博
士
の
学
問
へ
の
情
熱
は
本

物
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　

近
年
は
、
戦
前
に
日
本
を

覆
っ
た
「
皇
国
主
義
」
の
ル
ー

ツ
探
求
に
精
力
を
傾
け
て
い

る
。
新
著
「
皇
国
日
本
と
ア

メ
リ
カ
大
権
」（
筑
摩
選
書
）

で
は
、
全
国
の
学
校
で
使
わ

れ
た
教
材
「
国
体
の
本
義
」

を
読
み
解
き
、
敗
戦
へ
と
至

る
日
本
人
の
無
意
識
の
行
動

原
理
を
探
っ
た
。

　
「
国
体
の
本
義
」
は
「
日

本
書
紀
」
な
ど
に
登
場
す
る

神
々
と
歴
代
天
皇
を
接
続

し
、
天
皇
を
国
の
主
体
と
す

る
「
天
皇
親
政
説
」
を
正
統

化
し
た
。
こ
の
教
育
の
下
で

「
臣
民
」
と
さ
れ
た
国
民
は
、

総
力
戦
に
突
入
し
て
い
く
。

　
「
敗
戦
で
『
国
体
』
は
ど
こ

か
に
片
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ

た
が
、
そ
の
も
や
も
や
が
今

も
日
本
人
の
精
神
を
呪
縛
し

て
い
る
」
と
橋
爪
さ
ん
。
日

本
国
憲
法
と
日
米
安
保
条
約

の
背
後
に
は
目
に
は
見
え
な
い

「
ア
メ
リ
カ
大
権
」
が
あ
り
、

天
皇
親
政
に
代
わ
り
日
本
人

を
「
自
縄
自
縛
」
に
追
い
や
っ

て
い
る
と
説
く
。

　
「
こ
の
『
内
閉
』
か
ら
抜
け

出
す
に
は
、
呪
縛
の
由
来
を

見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
」

　
【
共
同
】
植
民
地
イ
ン
ド

は
大
英
帝
国
の
要
。
イ
ン
ド

軍
は
中
東
や
ア
フ
リ
カ
戦
線

で
帝
国
の
先
兵
と
な
り
、
移

民
労
働
者
は
世
界
の
工
場
を

支
え
た
。
そ
の
支
配
の
過
程

を
た
ど
り
、
大
英
帝
国
と
は

何
だ
っ
た
か
を
問
う
。

　

日
本
も
無
関
係
で
は
な

の
同
僚

で
も
あ

る
山
川

信
次
郎

の
結
婚

の
連
絡

が
あ
っ

た
と
説

明
。
同

会
の
幹

事
で
山

川
と
も

親

し

か
っ
た

介
護
も
で
き
な
い
と
こ
ろ
か

ら
出
発
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

ら
に
助
け
ら
れ
、
在
宅
介
護

に
奮
闘
し
た
３
年
間
を
振
り

返
る
。

　

旧
満
州
生
ま
れ
の
著
者
は

幼
い
日
、
母
に
抱
え
ら
れ
て

日
本
へ
引
き
揚
げ
、
長
い
芸

能
活
動
も
母
に
陰
で
支
え
て

も
ら
っ
て
き
た
。
つ
ら
い
介

護
の
記
憶
と
表
裏
を
な
す
よ

う
に
、
そ
ん
な
二
人
三
脚
の

年
月
も
回
想
し
て
い
る
。

　
「
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
親

子
の
関
係
は
難
し
い
」。
母

と
の
距
離
を
見
つ
め
直
す
中

で
の
言
葉
に
実
感
が
こ
も

る
。

　
（
飛
鳥
新
社
・
１
５
４
０

円
）

い
。
日
露
戦
争
で
の
日
本
の

勝
利
は
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け

る
英
露
の
争
い
に
終
止
符
を

打
ち
、
第
２
次
大
戦
で
も
帝

国
を
揺
さ
ぶ
っ
た
。
し
か
し

著
者
は
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦

に
協
力
し
た
ボ
ー
ス
の
イ
ン

ド
国
民
軍
よ
り
、「
イ
ン
ド

立
ち
去
れ
運
動
」
へ
と
至
る

動
き
の
方
に
イ
ン
ド
独
立
へ

の
影
響
力
を
み
て
い
く
。

　
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
・

４
４
０
０
円
）

菊
池
に
「
何
か
贈
り
物
で
も

致
す
べ
き
」
な
ど
と
祝
い
の

品
に
関
す
る
意
見
を
求
め
て

い
る
。

　
「
直
筆
の
漱
石
」
な
ど
の

著
作
が
あ
る
川
島
幸
希
秀
明

大
学
長
に
よ
る
と
、
書
簡
は

全
集
未
収
録
。
漱
石
と
菊
池

は
旧
制
一
高
で
と
も
に
教
壇

に
立
っ
た
同
僚
だ
が
、
漱
石

が
別
人
へ
の
手
紙
で
菊
池
に

関
し
「
ほ
と
ん
ど
交
際
せ
ず
」

と
記
す
な
ど
、
２
人
は
疎
遠

だ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
た
。

漱
石
の
菊
池
へ
の
書
簡
も
見

つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

川
島
学
長
は
「
こ
れ
ま
で

関
係
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
菊
池
と
も
『
紀
元
会
』
を

通
し
つ
な
が
っ
て
い
た
。
当

時
の
エ
リ
ー
ト
だ
っ
た
教
員

仲
間
と
の
人
間
関
係
が
垣
間

見
え
る
」
と
し
て
い
る
。
書

簡
は
、
川
島
学
長
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

で
落
札
。
筆
跡
な
ど
か
ら
漱

石
の
真
筆
と
確
認
し
た
。

　道
どう

三
さん

（本
もと

木
き

雅
まさ

弘
ひろ

）との会
かい

見
けん

の場
ば

に、おびただ
しい数

かず

の鉄
てっ

砲
ぽう

隊
たい

を引
ひ

き連
つ

れて現
あらわ

れる信
のぶ

長
なが

（染
そめ

谷
たに

将
しょう

太
た

）。正
しょう

直
じき

者
もの

で先
せん

見
けん

の明
めい

があり、自
じ

分
ぶん

の若
わか

き
日

ひ

に似
に

ている信
のぶ

長
なが

を道
どう

三
さん

は大
おお

いに気
き

に入
い

る。そ
の姿

すがた

に安
あん

堵
ど

する光
みつ

秀
ひで

（長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

己
き

）。そんな折
おり

、
太
たい

原
げん

雪
せっ

斎
さい

（伊
い

吹
ぶき

吾
ご

郎
ろう

）に率
ひき

いられた今
いま

川
がわ

軍
ぐん

が、
再
ふたた

び尾
お

張
わり

に攻
せ

め入
い

ってくる。援
えん

軍
ぐん

を申
もう

し出
で

てき
た信

のぶ

長
なが

に道
どう

三
さん

は即
そく

座
ざ

に応
こた

えるが、高
たか

政
まさ

（伊
い

藤
とう

英
ひで

明
あき

）は、相
そう

談
だん

もなしに、美
み

濃
の

を危
き

険
けん

な立
たち

場
ば

にさ
らすこの大

だい

事
じ

な判
はん

断
だん

を下
くだ

した道
どう

三
さん

に憤
いきどお

りを隠
かく

せ
ない。 

の吟
ぎん

（松
まつ

井
い

玲
れ

奈
な

）は、お見
み

合
あ

いを重
かさ

ね、妹
いもうと

の梅
うめ

（森
もり

七
な

菜
な

）は作
さっ

家
か

を目
め

指
ざ

していた。そんな関
せき

内
うち

家
け

にある知
し

らせが届
とど

くが ･･･。

☆有
あり

吉
よし

のお金
かね

発
はっ

見
けん

  突
とつ

撃
げき

！カネオくん☆
「進

しん

化
か

し続
つづ

ける国
こく

産
さん

いちごのお金
かね

のヒミツ」
土

ど

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

8:15
　ふだん聞

き

けないお金
かね

の秘
ひ

密
みつ

をカネオくんが可
か

視
し

化
か

で解
かい

明
めい

！ 家
か

族
ぞく

で楽
たの

しめる “おカネ教
きょう

養
よう

バラエ
ティ” ！今

こん

回
かい

のテーマは、みんな大
だい

好
す

き「いちご」
のヒミツ。「超

ちょう

高
こう

級
きゅう

」「特
とく

大
だい

」から一
いっ

風
ぷう

変
か

わった “ク
セつよ” いちごなどなど、 実

じつ

は、国
こく

産
さん

フルーツの
中
なか

で最
もっと

も種
しゅ

類
るい

が多
おお

いといういちご。 その背
はい

景
けい

に
は、地

ち

方
ほう

を元
げん

気
き

にする！もうかるご当
とう

地
ち

スターを
誕
たん

生
じょう

させるための “仁
じん

義
ぎ

なき開
かい

発
はつ

競
きょう

争
そう

”があった！
さらに！絶

ぜっ

品
ぴん

“幻
まぼろし

のいちご” にスタジオ騒
そう

然
ぜん

！ゲ
スト　梅

うめ

沢
ざわ

富
と

美
み

男
お

、木
きの

下
した

ほうか、高
たか

梨
なし

臨
りん

。

☆さわやか自
し

然
ぜん

百
ひゃっ

景
けい

☆
「早

そう

春
しゅん

　北
ほっ

海
かい

道
どう

　石
いし

狩
かり

湾
わん

」
土

ど

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

7:45 （再）日
にち

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

5:45
　北

ほっ

海
かい

道
どう

西
せい

部
ぶ

・日
に

本
ほん

海
かい

に面
めん

した石
いし

狩
かり

湾
わん

。溶
よう

岩
がん

が
隆
りゅう

起
き

した断
だん

崖
がい

が続
つづ

く。海
かい

中
ちゅう

の岩
いわ

場
ば

はたくさんの
魚
さかな

を育
はぐく

み、それを目
め

当
あ

てにロシアなどからトド
が集

あつ

まる。この時
じ

期
き

、夜
よ

が明
あ

けると突
とつ

如
じょ

として
白
しろ

い海
うみ

が出
しゅつ

現
げん

する。夜
よる

から朝
あさ

にかけ、数
すう

十
じゅう

万
まん

匹
びき

のニシンが浅
あさ

瀬
せ

に押
お

し寄
よ

せて産
さん

卵
らん

、オスが放
はな

つ
大
たい

量
りょう

の精
せい

子
し

が海
うみ

を白
しろ

く染
そ

めるのだ。海
かい

藻
そう

にはニ
シンの卵

たまご

がびっしりと産
う

み付
つ

けられている。３
月
がつ

下
げ

旬
じゅん

、石
いし

狩
かり

湾
わん

に雪
ゆき

どけ水
みず

が流
なが

れ込
こ

むころ、卵
たまご

がかえり稚
ち

魚
ぎょ

が泳
およ

ぎ出
だ

す。



テレビ番組
☆都合により放送時間、番組内容が変更される場合もあります。

☆記載されている放送時間はブラジリア時間です。
月　　 日（日）から　 　月　　 日（土）まで

月日 火 水 木 金 土	 4月 19日
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00	ニュース
15	うたコン （アンコール）

特別編「わたしたちに
は歌がある」

00	ニュース
05 新・BS 日本のうた
40	みちたん 5min
50	BS ニュース
00	BS1 スペシャル シリー

ズ コロナ危機「地域経
済 逆境を乗り越えろ」

50	BS ニュース
00	”いけず”な京都旅 「”

一見さん”には見えな
い京都▽名水と恋と都
の秘密」 ( 再 )

00	日本×タイ ドラマ「盲
亀浮木～人生に起こる
小さな奇跡～」 ( 再 )

5:30 みいつけた！さん

00	ニュース ( 二 )
05	ミミクリーズ
15	コレナンデ サンデー
25	基礎英語 0 
35	E ダンスアカデミー 

シーズン 8 選（1）
00	NHK ニュース 7 ( 二 )
30	ダーウィンが来た！「な

ぜ？荒野を走るペンギン」
00	大河ドラマ「麒麟（き

りん）がくる」 （14）「聖
徳寺の会見」

45	ニュース・気象情報
00	NHK スペシャル「ヒグ

マと老漁師～世界遺産・
知床を生きる」

9:50 世界ふれあい街歩き 
「オーストラリア・タス
マニア島ホバート 歴史
と暮らす港町」

10:50 ニュース・気象情報
55	これでわかった！世界

のいま
11:32 ミニ番組
35	サンデースポーツ 2020
12:35 うたコン（ア）特別

編「わたしたちには歌
がある」 ( 再 )

13:20 花は咲く～走れ！サ
ンテツ ver. ～

25	【スーパープレミアム】
柳生一族の陰謀

14:55 スピリチュアルジャ
パン 「鬼」 ( 再 )

15:20 BS ニュース
30	将棋フォーカス

00	囲碁フォーカス
30	桂文枝の演芸図鑑 「山

内惠介 堺すすむ」
00	大河ドラマ「麒麟（き

りん）がくる」 （14）「聖
徳寺の会見」 ( 再 )

45	さわやか自然百景 「東
京 小金井公園」 ( 再 )

59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース おはよう

日本

00	【連続テレビ小説】エー
ル （16）

15	あさイチ

21:55 みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	アシガール （1）(再 )
50	NHK スペシャル「新型

コロナ 東京は？」(再 )
23:50 エール 古関裕而の

応援歌

00	ニュース
20	うまいッ！ 選「食鳥の

女王！ホロホロ鳥～岩
手・花巻市」

45	エール （16） ( 再 )
00	新日本風土記 「北前船

の旅人たち」 ( 再 )

00 COOL JAPAN ～「リサイ
クル」

45	 Doki Doki! NHK ワールド
50	5 分で「麒麟がくる」
00	BS ニュース
10	みんなのうた
15	ガールズクラフト (再)
20	やまと尼寺 精進日記 選
50	新型コロナウイルス…
55	ごごナマ
4:40　みんなの体操
45	ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
5:01　にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ…
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ
00	ニュース シブ5時(二)
10	みいつけた！
25	すイエんサー「だれで

も撮れちゃう！“キセ
キ”の瞬間」

50	アニメ ねこねこ日本史
00	NHK ニュース 7 ( 二 )
30	鶴瓶の家族に乾杯「エー

ル SP ！菊池桃子と福島
県川俣町ぶっつけ本番
旅」

08:45 まいにちスクスク
50	デザインあ 5 分版
00	ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00	逆転人生「中小企業を
支える」

45	【ストーリーズ】「投資
家 村上世彰と 50 人の
高校生」

11:15 ニュースきょう一日
30	国際報道 2020
12:15 【土曜時代ドラマ】

雲霧仁左衛門 3 （2）
55	みんなのうた ( 再 )
00	サイエンス ZERO シリー

ズ原発事故（20「克服で
きるか 廃炉への難題」

30	ガイロク（街録） 選（22）
00	BS ニュース
10	きょうの健康 のどトラ

ブル！声帯ポリープ大
解決

25	きょうの料理 …
50	きょうの料理ビギナーズ
55	まる得マガジン
00	ニュースきょう一日(再)
15	時論公論
30	にっぽん百名山 選「安

達太良山」
00	新型コロナウイ…(再 )
05	ごごナマ (再 )
55	あの日 わたしは～
00	おかあさんといっしょ 

( 再 )
24	みいつけた！ ( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース おはよう

日本

00	【連続テレビ小説】エー
ル （17）

15	あさイチ

21:55 みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	鶴瓶の家族に乾杯 (再)
23:17 ドキュメント 72 時

間 選 ( 再 )
48	視点 ･論点
58	ワールドウェザー

00	ニュース
20	BENTO EXPO 選「台湾の

カツ丼 BENTO」
45	【連続テレビ小説】エー

ル （17） ( 再 )
00	趣味どきっ！ こんどこ

そスマホ（4）
25	NHK 短歌
50 おもてなし 即レス英会話
00	世界にいいね！つぶや

き英語
25 J-MELO「AK-69＆coba」(英)
55	名曲アルバム
00	BS ニュース
10	みんなのうた
15	まる得マガジン ( 再 )
20	すくすく子育て（ア）
50	新型コロナウイルス…
55	ごごナマ 「相島一之」
4:40　みんなの体操
45	ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
5:01 にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ …
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ
00	ニュース シブ5時(二)
10	みいつけた！
25	天才てれびくん hello,

59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース 7 ( 二 )
30	サラメシ シーズン10（3）
57	うたコン
08:42	 ミニ番組
45	まいにちスクスク
50	デザインあ 5 分版
57	ワールドウェザー
00	ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00	クローズアップ現代＋

30	プロフェッショナル 仕
事の流儀

11:15 ニュースきょう一日
30	国際報道 2020
12:10	 ワールドウェザー
15	先人たちの底力 知恵泉

（ちえいず）
58	ミニ番組
00	みんなのうた ( 再 )
05	グレーテルのかまど 

（ア）「ココ・シャネル」
30	金曜日のソロたちへ （17）
00	BS ニュース
10	きょうの健康 のどトラ

ブル！
25	きょうの料理 土井善晴

のお料理自由帖
50	きょうの料理ビギナーズ
55	まる得マガジン
00	ニュースきょう一日(再)
15	時論公論
30	イッピン 選「漆黒に浮

かぶ金銀の輝き～」
00	新型コロナウイ…(再 )
05	ごごナマ「相島一之」(再)
55	あの日 わたしは～
00	おかあさんといっしょ 

( 再 )
24	みいつけた！ ( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース おはよう

日本

00	【連続テレビ小説】エー
ル （18）

15	あさイチ

21:55	 みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	うたコン ( 再 )
50	歴史秘話ヒスト…(再 )
23:35 みちたん 5min
40	うちなーであそぼ
48	視点 ･論点

00	ニュース
20	中井精也の鉄道写真旅 

「富山地方鉄道」
35	 花は咲く～走れ！サンテツ
45	エール （18） ( 再 )
00 趣味どきっ！ みんながで

きる！体幹バランス …
25	NHK 俳句
50	おもてなし 即レス英会話
00	テレビで中国語 （4）
25	Asia Insight「トラン

スジェンダー」 ( 二 )
55	名曲アルバム
00	BS ニュース
15	まる得マガジン ( 再 )
20	ウワサの保護者会
44	楽ラクワンポイント介護
50	新型コロナウイルス…
55	ごごナマ「原晋 原美穂」
4:40 みんなの体操
45	ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
5:01 にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ …
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ
00	ニュース シブ5時(二)
10	みいつけた！
25	天才てれびくん hello,

59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース 7 ( 二 )
30	ガッテン！
8:15 サンドのお風呂いた

だきます「愛媛県 道後
温泉 前編」

45	まいにちスクスク
50	デザインあ 5 分版
00	ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00	クローズアップ現代＋

30	歴史秘話ヒストリア

11:15 ニュースきょう一日
30	国際報道 2020
12:10 聖火リレーデイリー

ハイライト
15	又吉直樹のヘウレー

カ！
00	ふらっとあの街 旅ラン

10 キロ
30	ふるカフェ系 ハルさん

の休日
00	あの日 わたしは～証言

記録 東日本大震災～
05	みんなの体操 ( 再 )
10	きょうの健康
25	きょうの料理
50	きょうの料理ビギナーズ
55	まる得マガジン
00	ニュースきょう一日(再)
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	ダーウィンが来た！(再)
00	ごごナマ ( 再 )

55	ミニ番組
00	おかあさんといっしょ 

( 再 )
24	みいつけた！ ( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース おはよう

日本

00	連続テレビ小説「エー
ル」 （19）

15	あさイチ

21:55	 みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	ガッテン！ ( 再 )
50	サンドのお風呂いただ

きます ( 再 )
23:17 桂文枝の演芸図鑑 (再)
48	視点 ･論点

00	ニュース
20	サラメシ ( 再 )

45	連続テレビ小説「エー
ル」 （19） ( 再 )

00	趣味どきっ！
25	趣味の園芸

50 おもてなし 即レス英会話
00	旅するスペイン語
25	Journeys in Japan 

( 二 )
55	名曲アルバム
00	BS ニュース
10	みんなのうた
15	まる得マガジン ( 再 )
20	Core Kyoto ( 二 )

50	ごごナマ
4:45 ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
5:01 にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ with 

Orton
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ
00	ニュース シブ5時(二)
10	みいつけた！
25	天才てれびくん hello,

59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース 7 ( 二 )
30	所さん！大変ですよ
57	ネーミングバラエティー 

日本人のおなまえっ！
8:45 まいにちスクスク
50	デザインあ 5 分版
57	ワールドウェザー
00	ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00	クローズアップ現代＋
30	世界はほしいモノにあ

ふれてる
11:15 ニュースきょう一日
30 国際報道 2020
12:10 聖火リレーデイリー

ハイライト
15	【プレミアムドラマ】セ

ブンティウイザン～ 70
才、初めて産みます～（3）

13:05 5 分で「麒麟（きりん）
がくる」 ( 再 )

10	あしたも晴れ！
55	みんなのうた ( 再 )
00	あの日 わたしは～
05	みんなの体操 ( 再 )
10	きょうの健康
25	世界ふれあい街…(再 )
40	ミニ番組
48	Doki Doki! NHK …(再)
55	まる得マガジン
00	ニュースきょう一日(再)
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	ニッポンぶらり鉄道旅
00	ごごナマ ( 再 )

55	ミニ番組
00	おかあさんといっしょ 

( 再 )
24	みいつけた！ ( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース おはよう

日本

00	連続テレビ小説「エー
ル」 （20）

15	あさイチ

21:55	 みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	ネーミングバラ…(再 )
50	セブンティウ…（3、再 )
23:40 5分「麒麟がくる」 (再)
48	チコちゃんに叱られ

る！チコっとだ…(再 )

00	ニュース
20	きじまりゅうた…(再 )
33	ミニ番組
38	趣味の園芸 京も…(再)
45	「エール」 （20） ( 再 )
00	チョイス＠病気になっ

たとき ( 再 )
45	エール 古関裕…(再 )
50	おもてなし 即レス英会話
00	旅するフランス語
25	T r a i l s t o O i s h i i 

Tokyo ( 二 )
55	名曲アルバム
00	BS ニュース
10	みんなのうた ( 再 )
15	まる得マガジン ( 再 )
20	ふるカフェ系 ハルさん

の休日 ( 再 )
50	ごごナマ
4:45 ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
5:01 にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ with 

Orton
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ
00	ニュース シブ5時(二)
10	みいつけた！
25	天才てれびくん hello,

59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース 7 ( 二 )
30	首都圏情報 ネタドリ！
57	チコちゃんに叱られる！
8:42 ミニ番組
45	ガールズクラフト
50	デザインあ 5 分版
57	ワールドウェザー
00	ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00	【ドラマ 10】ディア・
ペイシェント （2）

45	ドキュメント 72 時間
11:15 ニュースきょう一日
30	国際報道 2020
12:10 聖火リレーデイリー

ハイライト
15	にっぽん縦断 こころ旅 

とうちゃこ
13:13 ミニ番組
15	新日本風土記

14:15 チョイス＠病気に
なったとき

00	ニュースきょう一日(再)
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	美の壺
00	ごごナマ
50	ミニ番組
55	ミニ番組
00	おかあさんといっしょ 

( 再 )
24	みいつけた！ ( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース おはよう

日本

19:59 ワールドウェザー
00	「エール」 第 4週
15	チコちゃんに叱られ

る！ ( 再 )
00	週刊まるわかりニュース
30	NHK スペシャル ( 再 )

22:20 NHKスペシャル (再)

23:10 ブラタモリ ( 再 )

57	ワールドウェザー

00	ニュース
15	バラエティー生活笑百科
40	浮世絵 EDO-LIFE
45	連続テレビ小説「エー

ル」 第 4週 ( 再 )
00	ニュース
05	大河ドラマ「麒麟（き

りん）がくる」（14）( 再 )

3:50	 BS ニュース
00	又吉直樹のヘウレー

カ！ ( 再 )
43	ミニ番組
45	デザインあ ( 再 )
5:30 おかあさんといっ

しょ
54	みんなのうた ( 再 )
00	ニュース ( 二 )
05	ピタゴラスイッチ
20	アニメ 少年アシベ …
30	ニャンちゅう！宇宙！

放送チュー！
55	ノージーのひらめき工房
00	NHK ニュース 7 ( 二 )
30	ブラタモリ

8:15 有吉のお金発見 突
撃！カネオくん

45	ニュース・気象情報
00	NHK スペシャル
50	チコちゃんに叱られ

る！チコっとだけスペ
シャル

00	浮世絵 EDO-LIFE ( 再 )
05	Doki Doki ! NHK ワー

ルド JAPAN ( 再 )
45	ミニ番組
00	SONGS
30	【よるドラ】いいね！光

源氏くん （4）
00	ニュース・気象情報
05	聖火リレーデイリーハ

イライト
10	シブヤノオト
40	今夜も生でさだまさし

14:10 サタデースポーツ

30	BS ニュース
40	日本の話芸

15:10 にっぽんの芸能

16:05 中井精也の鉄道写真
旅「富山地方鉄道」 (再)

20	ミニ番組
30	【ストーリーズ】 ( 再 )
00	おかあさんといっしょ 

( 再 )
24	ニャンちゅう！宇宙！

放送チュー！ミニ
29	ノージーのひらめき工房
44	デザインあ
59	ワールドウェザー
00	ニュース
10	目撃！にっぽん
50	テレビ体操
00	おはよう日本
45	さわやか自然百景
59	ワールドウェザー
00	小さな旅
25	サラメシ ( 再 )
48	名曲アルバム ( 再 )
00	日曜討論

00	ニュース・気象情報
05	明日へ つなげよう
55	みんなのうた
00	ザ少年倶楽部

59	ワールドウェザー

☆番組の内容は 3面に記載

	 4月 20日 	 4月 21日 	 4月 22日 	 4月 23日 	 4月 24日 	 4月 25日
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